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第５５号住居跡　炭化材出土状況

下河原崎谷中台遺跡遠景（西から）



序

　茨城県は，世界的な科学技術研究の中心であるつくば市において，

国際都市にふさわしい街づくりを推進しております。平成６年７月に

茨城県，つくば市，地権者が三者協議で合意に達したのを受け，新線

整備と沿線開発を一体的に行う土地区画整理事業を進めています。こ

の事業の一環として平成１７年８月に開通した「つくばエクスプレス」

は，つくば市と東京圏を直結させ，人・物・情報の交流を盛んにし，

地域活性化の大きな力となっています。　　　　　　　　　　　　　

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査につい

て委託を受け，上河原崎・中西特定土地区画整理事業に伴い，平成１３

年度に島名ツバタ遺跡，平成１６年度に元宮本前山遺跡・島名ツバタ遺

跡，平成１７年度に下河原崎谷中台遺跡・島名ツバタ遺跡の発掘調査を

実施しました。その成果の一部は，既に当財団の文化財調査報告第

２０３・２６５・２８２集として刊行しています。

　本書は，平成１８年度に調査を行った下河原崎谷中台遺跡・下河原崎

高山古墳群の調査成果を収録したものです。学術的な研究資料として

はもとより，郷土の歴史に対する理解を深めるために活用されること

によりまして，教育・文化の向上の一助となれば幸いです。

　最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者

である茨城県から多大な御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申

し上げますとともに，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじ

め，関係各位からいただいた御指導，御協力に対し，深く感謝申し上

げます。

平成２０年３月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　人 見 實 �



例� 言

１　本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１８年度に発掘調査を実施した，茨城県つく

ば市大字下河原崎字谷中臺６９７番地に所在する 下  河  原  崎  谷  中  台 遺跡，同市下河原崎字三夜下４４９番地の１ほか
���������	�
�����

に所在する 下  河  原  崎  高  山 古墳群の発掘調査報告書である。
���������	�
����

２　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　　調　査　　平成１８年１０月１日～平成１９年３月３１日

　　整　理　　平成１９年１０月１日～平成２０年３月３１日

３　発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

　　下河原崎谷中台遺跡・下河原崎高山古墳群

　　　首席調査員兼班長 川村　満博　

　　　主任調査員 飯泉　達司　

　　　主任調査員 齋藤　真弥　

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長村上和彦のもと，主任調査員齋藤真弥が担当した。

５　本書の作成にあたり，当遺跡で確認された炭化物の分析は，パリノ・サーヴェイ株式会社に委託し，考察

は付章として掲載した。



１　地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，下河原崎谷中台遺跡については，Ｘ軸＝＋７，４００

�，Ｙ軸＝＋１８，４００�の交点，下河原崎高山古墳群は，Ｘ軸＝＋７，１６０�，Ｙ軸＝＋１８，８００�の交点を基準点

（Ａ１ａ１）とした。

　この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々４０�四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各 １々０等分し，４�四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３

…とし，「Ａ１区」，「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ，西から東

へ１，２，３…０とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２区」のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　ＳＩ－住居跡　　ＳＫ－土坑　　ＴＰ－陥し穴　　ＳＹ－炭焼窯跡　　ＴＭ－古墳　　Ｐ－柱穴

　　遺物　　Ｐ－土器　　ＴＰ－拓本記録土器　　ＤＰ－土製品　　Ｑ－石器・石製品　　Ｍ－金属製品・古銭

　　土層　　Ｋ－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（１）遺構全体図は５００分の１（下河原崎谷中台遺跡）・２００分の１（下河原崎高山古墳群），遺構実測図は原則と

して６０分の１とした。種類により異なる場合は，個々に縮尺をスケールで表示した。

（２）遺物実測図は原則として３分の１の縮尺とした。種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をス

ケールで表示した。

（３）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　　　　焼土・赤彩　　　　　　　　　　　　炉・火床面

　　　　　　竈部材・粘土・黒色処理　　　　　　柱痕・柱のあたり・煤

　　　●　土器・拓本記録土器　　○　土製品　　□　石器・石製品　　△　金属製品　　

　　　� 　硬化面

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株　

式会社）を使用した。

５　遺構一覧表・遺物観察表の表記については，次のとおりである。

　（１）計測値の単位は，�，�，�である。なお現存値は（　）で，推定値は［　］を付して示した。

　（２）備考の欄は，残存率や写真図版番号，その他必要と思われる事項を記した。

（３）遺物番号については，土器，拓本記録土器，土製品，石器・石製品，金属製品・古銭ごとに通し番号と

し，本文・挿図・写真図版に記した番号も同一である。

６　「主軸」は，竈を持つ住居跡についてはそれらを通る軸線とし，その他の遺構については長軸（径）を通る

軸線を主軸とみなした。主軸方向は，軸線が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表

示した（例　Ｎ－１０゚－Ｅ）。

凡� 例



特 記 事 項主 な 遺 物主 な 遺 構主 な 時 代種 別所 収 遺 跡 名

古墳時代の竪
穴住居跡から，
床に敷かれた
根太の炭化材
が出土した。

縄文土器（深鉢）竪穴住居跡 ７軒
陥し穴 １基
土坑 １基

縄　 文集落跡下 河 原 崎
谷 中 台 遺 跡

土師器，須恵器，土製品（土玉・
球状土錘・支脚・炉器台），石
器（磨石・敲石・石皿・砥石），
石製品（勾玉・臼玉・紡錘車・
石製模造品・双孔円板），炭化材
（根太）

竪穴住居跡 ２５軒
土坑 ５基

古　 墳

陶器（常滑）炭焼窯跡 １基近　 世

土師器土坑 １００基不　 明その他

土師器前方後円墳 １基古　 墳古墳群下 河 原 崎
高 山 古 墳 群 土師器土坑 ２１基不　 明その他

　下河原崎谷中台遺跡は，平成１７年度の調査区域を含めると，縄文時代と古墳時代の竪穴住
居跡約８０軒が確認されている集落跡である。今回報告の調査区域は，平成１７年度の調査区
域の北部で，古墳時代の竪穴住居跡からは，床に敷かれた根太の炭化材が確認された。
　下河原崎高山古墳群の調査区域は，第５号墳の東部分である。今回報告の調査で，第５号
墳が前方後円墳であることが確認された。

要 約

しもかわらざきやなかだいいせき　　しもかわらざきたかやまこふんぐんふ り が な

下河原崎谷中台遺跡　　下河原崎高山古墳群書 名

上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書副 書 名

４巻 次

茨城県教育財団文化財調査報告シ リ ー ズ 名

第２９２集シ リ ー ズ 番 号

齋藤　真弥著 者 名

財団法人　茨城県教育財団編 集 機 関

〒３１０－０９１１　茨城県水戸市見和１丁目３５６番地の２　　ＴＥＬ　０２９－２２５－６５８７所 在 地

２００８（平成２０）年３月２４日発 行 年 月 日

調 査 原 因調査面積調 査 期 間標 高東 経北 緯コード
ふりがな
所 在 地

ふ り が な
所 収 遺 跡

上河原崎・中西
特定土地区画整
理事業に伴う事
前調査

６，８４８�
２００６１００１
～

２００７０３３１

２２．７
～

２３．７�

１４０度
０２分
２３秒

３６度
０３分
５８秒

０８２２０
‐
３８２

 茨 
いばら

 城  県 つ く ば 市 
き けん し

 大  字  下  河  原  崎  字 
おお あざ しも か わら ざき あざ

 谷  中  臺 ６９７ 番  地 
や なか だい ばん ち

 下  河  原  崎 
しも か わら ざき

 谷  中  台  遺  跡 
や なか だい い せき

２，０２５�
２００６１００１
～

２００７０３３１

２２．４
～

２３．２�

１４０度
０２分
３５秒

３６度
０３分
４８秒

０８２２０
‐
０５４

 茨 
いばら

 城 
き

 県 つ く ば 市 
けん し

 大  字  下  河  原  崎  字 
おお あざ しも か わら ざき あざ

 三  夜  下 ４４９ 番  地 
み や した ばん ち

の１ほか

 下  河  原  崎 
しも か わら ざき

 高  山  古  墳  群 
たか やま こ ふん ぐん

抄� 録
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第�章�調 査 経 緯

　茨城県は，首都圏とつくば市を結ぶつくばエクスプレスを開通させるとともに，それに伴う沿線開発に取り

組んでいる。

　平成６年８月１８日，茨城県知事は茨城県教育委員会教育長に対して，上河原崎・中西特定土地区画整理事業

における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育委員会は平成

１０年１２月１日，平成１１年３月９～１１日，４月１４・２１・２２日，６月９・１０日に下河原崎谷中台遺跡，平成１１年２

月１５～１９日，２３～２６日及び３月４日に下河原崎高山古墳群の試掘調査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成

１２年３月２４日に，茨城県教育委員会教育長は茨城県知事あてに，事業地内に下河原崎谷中台遺跡及び下河原崎

高山古墳群が所在する旨回答した。

　平成１７年１月２５日，企画部つくば・ひたちなか整備局新線沿線整備課長は，茨城県教育委員会教育長に対し

て，文化財保護法第５７条の３（現第９４条）の規定に基づき，下河原崎谷中台遺跡に関する土木工事等のための

発掘について通知した。平成１７年２月２日，茨城県教育委員会教育長は，計画変更が困難であることから企画

部つくば・ひたちなか整備局新線沿線整備課長あてに，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，工

事着手前に発掘調査を実施するように通知した。

　平成１８年１月２５日，企画部つくば・ひたちなか整備局新線沿線整備課長は，茨城県教育委員会教育長に対し

て，文化財保護法第５７条の３（現第９４条）の規定に基づき，下河原崎高山古墳群に関する土木工事等のための

発掘について通知した。平成１８年２月６日，茨城県教育委員会教育長は企画部つくば・ひたちなか整備局新線

沿線整備課長あてに，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，工事着手前に発掘調査を実施するよ

うに通知した。

　企画部つくば・ひたちなか整備局新線沿線整備課長は，茨城県教育委員会教育長と，上河原崎・中西特定土

地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。平成１８年２月２４日，茨城県教育委員会教

育長は企画部つくば・ひたちなか整備局新線沿線整備課長あてに，下河原崎谷中台遺跡及び下河原崎高山古墳

群について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城

県教育財団を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は，企画部つくば・ひたちなか整備局新線沿線整備課長から埋蔵文化財発掘調査事

業について委託を受け，平成１８年１０月１日から平成１９年３月３１日まで発掘調査を実施することとなった。

－　　－1

第１節　 調査に至る経緯

第２節　 調 査 経 過

　下河原崎谷中台遺跡・下河原崎高山古墳群とも平成１８年１０月１日から平成１９年３月３１日まで実施した。その

概要を表で記載する。
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下河原崎谷中台遺跡（平成１８年１０月１日～平成１９年３月３１日）

３　月２　月１　月１２　月１１　月１０　月 期間
工程

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記 作 業
写 真 整 理

補 足 調 査
撤　 　 収

下河原崎高山古墳群（平成１８年１０月１日～平成１９年３月３１日）

３　月２　月１　月１２　月１１　月１０　月 期間
工程

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記 作 業
写 真 整 理

補 足 調 査
撤　 　 収
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第�章�位 置 と 環 境

　　　　　　　　　　　　　　　　

　下河原崎谷中台遺跡及び下河原崎高山古墳群は，それぞれ茨城県つくば市大字下河原崎字谷中臺６９７番地，つ

くば市大字下河原崎字三夜下４４９番地の１ほかに所在している。

　つくば市は筑波山を北端に，その南西側に広がる標高約２０～２５�の平坦な台地上に位置している。この台地

は筑波・稲敷台地と呼ばれ，東を霞ヶ浦に流入する桜川，西を利根川に合流する小貝川によって区切られてい

る。また，それぞれの河川によって大きく開析された流域には，標高５～１０�の沖積地が発達している。さら

に，両河川の間には，東から花室川，蓮沼川，小野川，東谷田川，西谷田川などの中小河川がほぼ北から南に

向かって流れており，これらによって台地は浅く開析され，谷津や低地が細長く入り込んでいる。

　この筑波・稲敷台地は，貝化石を産する海成の砂層である成田層を基盤として，その上に竜ヶ崎層と呼ばれ

る斜交層理の顕著な砂層・砂礫層，さらに常総粘土層と呼ばれる泥質粘土層（０．３～５．０�）及び褐色の関東ロー

ム層（０．５～２．０�）が連続して堆積し，最上部は腐植土層となっている１）。

　下河原崎地区は，つくば市の南西部，旧谷田部町域に位置しており，西谷田川に面した標高２３�ほどの台地

上に立地している。台地は主に畑地として耕作され，沖積低地は水田として利用されている。下河原崎谷中台

遺跡は，西谷田川左岸の帯状に延びる台地の端部に位置し，沖積低地部から８�ほど急激に立ち上がった台地

上の緩斜面部に立地している。下河原崎高山古墳群は，下河原崎谷中台遺跡の南東約５００�にあって，下河原崎

谷中台遺跡の所在する同一台地の南端部に位置し，標高は２２ｍほどである。今回の調査区域は，第５号墳の東

部分である。

　下河原崎谷中台遺跡及び下河原崎高山古墳群の調査前の現況は山林であった。

　周辺の小貝川や東谷田川，西谷田川，蓮沼川流域の台地上には，縄文時代から中世にかけての遺跡が数多く

存在している。

　旧石器時代では，西谷田川左岸台地上の 下  河  原  崎  谷  中  台 遺跡２）〈１〉や 島  名 ツバタ遺跡２）３）〈３〉， 元  宮  本  前 
しも か わら ざき や なか だい しま な もと みや もと まえ

 山 遺跡４）〈４〉， 島  名 
やま しま な

 榎 
えのき

 内 
うち

 南 
みなみ

遺跡〈５〉のほか，東谷田川右岸の 島  名  前  野 
しま な まえ の

 東 遺跡５）〈６〉があり，ナイフ形石
ひがし

器，角錐状石器をはじめ石核や剥片などが出土している。下河原崎谷中台遺跡の平成１７年度調査区では，石器

集中地点２か所が確認され，ナイフ形石器，角錐状石器のほか石核や剥片が出土している。元宮本前山遺跡か

らは，石器集中地点１か所が確認され，ナイフ形石器や石核・台石などが出土している。また， 面  野  井  北 ノ 前 
おも の い きた まえ

遺跡６）〈７〉では荒屋型彫器などが出土している。

　縄文時代の遺跡は，西谷田川左岸の台地縁辺部に立地する下河原崎谷中台遺跡で，早期の炉穴や後・晩期の

集落跡が確認された。東谷田川右岸の 島  名 
しま な

 境 
さかい

 松 遺跡７）〈８〉では中期から後期の集落跡や土器焼成遺構と考えら
まつ

れる土坑が調査され， 島  名  熊 の 山 遺跡８）〈９〉では，陥し穴が確認されている。小貝川左岸の台地上に立地す
しま な くま やま

る 真  瀬  山  田 遺跡９）〈１０〉は，中期から後期の土器や石器が広範囲にわたって出土し，隣接する 真  瀬  堀  附 
ま せ やま だ ま せ ほり つき

 南 遺跡
みなみ

〈１１〉， 真  瀬  山  田  北 遺跡〈１２〉， 鍋  沼  新  田  長  峰 遺跡〈１３〉からも縄文土器片が出土していることから，広範囲に
ま せ やま だ きた なべ ぬま しん でん なが みね

第１節　 地 理 的 環 境

第２節　 歴 史 的 環 境
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第１図　下河原崎谷中台遺跡・下河原崎高山古墳群周辺遺跡分布図（国土地理院１：２５，０００「谷田部」）



－　　－5

表１　下河原崎谷中台遺跡・下河原崎高山古墳群周辺遺跡一覧表

時　　代

遺　　跡　　名
番　
　

号

時　　代

遺　　跡　　名
番　
　

号
近

世

中

世

奈
・
平

古

墳

弥

生

縄

文

旧
石
器

近

世

中

世

奈
・
平

古

墳

弥

生

縄

文

旧
石
器

○○○○上萱丸古屋敷遺跡１９○○○下河原崎谷中台遺跡�

○島名榎内古墳群２０○下河原崎高山古墳群�

○真瀬新田古墳群２１○○○○島名ツバタ遺跡３

○島名関ノ台古墳群２２○○○元宮本前山遺跡４

○島 名 前 野 古 墳２３○○○島名榎内南遺跡５

○面 野 井 古 墳 群２４○○○○○島名前野東遺跡６

○○○島名八幡前遺跡２５○○○○面野井北ノ前遺跡７

○真瀬堀附北遺跡２６○○島 名 境 松 遺 跡８

○島 名 榎 内 遺 跡２７○○○○○島名熊の山遺跡９

○○島名タカドロ遺跡２８○真 瀬 山 田 遺 跡１０

○○真 瀬 中 畑 遺 跡２９○真瀬堀附南遺跡１１

○高田和田台遺跡３０○○真瀬山田北遺跡１２

○島 名 薬 師 遺 跡３１○○鍋沼新田長峰遺跡１３

○○○島 名 本 田 遺 跡３２○○下河原崎高山遺跡１４

○○○谷田部福田前遺跡３３○島名一町田遺跡１５

○真瀬新田谷津遺跡３４○○島 名 前 野 遺 跡１６

○水 堀 下 道 遺 跡３５○谷 田 部 漆 遺 跡１７

○島名関ノ台遺跡３６○○○真瀬三度山遺跡１８

わたって集落が存在していたと想定される。さらに，元宮本前山遺跡では早期後葉の炉穴が確認され，中期以

前にも断続的に集落が営まれてきたことが理解される。

　弥生時代の遺跡は少なく，谷田部地区では中期から後期の遺物が出土した島名境松遺跡や 下  河  原  崎  高  山 遺跡
しも か わら ざき たか やま

〈１４〉， 島  名  一 
しま な いっ

 町 
ちょう

 田 遺跡〈１５〉などが確認されただけである。
だ

　古墳時代になると，遺跡数の増加が顕著となる。前期では，島名熊の山遺跡， 島  名  前  野 遺跡１０）〈１６〉，島名前
しま な まえ の

野東遺跡などで集落跡が調査され，島名前野東遺跡では集落に付随した形で方形周溝墓３基も確認されてい

る。しかし，これらの集落はいずれも小規模で，東谷田川に沿って点在していた集落の一つと捉えることがで

きる。

　中期になると，集落は西谷田川沿いにまで広がりを見せ，前述した遺跡に加えて， 谷  田  部 
や た べ

 漆 遺跡１３）〈１７〉や
うるし

島名ツバタ遺跡，元宮本前山遺跡， 真  瀬  三  度  山 遺跡１２）〈１８〉， 上  萱  丸  古  屋  敷 遺跡１３）〈１９〉などでも集落跡が確認
ま せ さん ど やま かみ かや まる ふる や しき

されている。特に元宮本前山遺跡では，集落内に滑石模造品製作跡が確認され，下河原崎谷中台遺跡の平成１７

年度調査区では，県内初の琴柱形石製品が出土して注目されている。前・中期のこうした集落は，いずれも台

地の縁辺部や低湿地へ向かう緩斜面部に適度な距離をおいて営まれており，集落の立地や形成には台地裾部の

自然湧水を利用した谷津田との関わりが強いと想定されている。

　後期になると，台地の内陸部にまで集落が及ぶようになる。谷田部地区では古墳群１１か所，古墳約３００基が確

認されており１４），急速に古墳が築造されていたことが分かる。周辺には， 島  名 
しま な

 榎 
えのき

 内 古墳群〈２０〉， 真  瀬  新  田 古墳
うち ま せ しん でん

群〈２１〉， 島  名  関  ノ  台 古墳群〈２２〉， 島  名  前  野 古墳〈２３〉， 面  野  井 古墳群〈２４〉，などが確認されている。集落跡
ま な せき の だい しま な まえ の おも の い
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の様相は，中期において東谷田川，西谷田川両河川台地縁辺部から低地にかけての広い範囲で小規模な集落が

形成されてきたのに対し，後期になるとしだいに島名熊の山遺跡を中心に大集落が形成され，台地の内陸部ま

で集落が及ぶようになる。

※文中の〈　〉内の番号は，第１図及び表１の当該番号と同じである。

註

１）日本の地質　『関東地方』編集委員会『日本の地質３　関東地方』共立出版　１９８６年１０月

２）高野裕璽「下河原崎谷中台遺跡・島名ツバタ遺跡　上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書３」『茨

城県教育財団文化財調査報告』第２８２集　２００７年３月

３）皆川　修「島名ツバタ遺跡　上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書１」『茨城県教育財団文化財

調査報告』第２０３集　２００７年３月

４）高野裕璽「元宮本前山遺跡　上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書２」『茨城県教育財団文化財

調査報告』第２６５集　２００６年３月

５）寺門千勝・田原康司・梅澤貴司「島名前野東遺跡・島名境松遺跡・谷田部漆遺跡　島名・福田坪一体型特定土地区画整理事

業地内埋蔵文財調査報告書Ⅷ」『茨城県教育財団文化財調査報告』第１９１集　２００２年３月

６）鹿島直樹「島名関ノ台南Ｂ遺跡・面野井北ノ前遺跡　常磐新線建設工事地内埋蔵文化財調査報告書２」『茨城県教育財団文

化財調査報告』第２３１集　２００４年３月

７）久野俊度「主要地方道取手筑波線道路改良工事地内文化財調査報告書　境松遺跡」『茨城県教育財団調査報告』第４１集　１９８７

年３月

８）田中幸夫・酒井雄一・桑村裕・田月淳一・松本直人「島名熊の山遺跡　島名・福田坪一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵

文化財調査報告書�」『茨城県教育財団文化財調査報告』第２６４集　２００６年３月　

９）谷田部の歴史編さん委員会『谷田部の歴史』谷田部町教育委員会　１９７５年９月

１０）稲田義弘「島名前野遺跡　島名・福田坪一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅳ」『茨城県教育財団文化

財調査報告』第１７５集　２００１年３月

１１）註５）に同じ

１２）白田正子「三度山遺跡　古屋敷遺跡　（仮称）萱丸地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ」『茨城県教育財

団文化財調査報告』第１３２集　１９９８年３月

１３）註１２）に同じ

１４）註９）に同じ

参考文献

つくば市教育委員会　『つくば市遺跡地図』　２００１年７月

茨城県教育庁文化課　『茨城県遺跡地図』　２００１年３月



第�章�下河原崎谷中台遺跡

　下河原崎谷中台遺跡は，つくば市西部を南流する西谷田川左岸の標高２２～２４�の台地端部に立地している。

今回報告するのは，平成１８年度に調査した２区（６，８４８�）であり，平成１７年度に調査した１区（１６，９２４�）の

北側にあたる。縄文時代と古墳時代の複合遺跡である。

　今回の調査で確認された遺構は，縄文時代の竪穴住居跡７軒，陥し穴１基，土坑１基，古墳時代の竪穴住居

跡２５軒，土坑５基，近世の炭焼窯跡１基，その他の土坑１００基である。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に４５箱出土しており，遺物の大半は古墳時代のものである。主

な遺物は，縄文土器（深鉢），土師器（坏・椀・坩・高坏・壺・甕・甑・ミニチュア土器・手捏土器），須恵器

（坏・�・甕），土製品（土玉・球状土錘・支脚・炉器台），石器（鏃・磨石・敲石・石皿・砥石），石製品（勾

玉・臼玉・紡錘車・双孔円板・石製模造品），鉄製品（鉄滓），古銭などである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　調査区の東部（Ｂ５e０区）にテストピットを設定し，第２図に示すような土層堆積の状況を確認した。土層

は８層に細分され，観察結果は以下のとおりである。

　第１層は，黒褐色の耕作土層で，ロームブロック・ローム粒子を微量含み，粘性・締まりともに弱く，層厚

は１３～３０�である。

　第２層は，黒色粒子を微量含む褐色のソフトローム層で，層

厚は１７～２８�である。

　第３層は，褐色を呈するソフトローム層で，層厚は２２～３０�

である。

　第４層は，にぶい黄褐色のハードローム層で，層厚は２０～３２

�である。第Ⅰ黒色帯に相当すると考えられる。

　第５層は，褐色のハードローム層で，層厚は６２～８７�である。

　第６層は，褐色のハードローム層で，白色粒子・ガラス質粒

子・赤色粒子を微量含み，層厚は１２～２１�である。姶良Ｔｎ火山

灰（ＡＴ）を含む層に対比される。

　第７層は，暗褐色のハードローム層で，白色粒子・黒色粒子

を極めて微量含み，層厚は２５～３８�である。第Ⅱ黒色帯に対比

される。

　第８層は，オリーブ褐色のハードローム層で，明黄橙色の砂

粒を少量含み，粘性・締まりとも特に強い。下部は未掘のため，

本来の厚さは不明である。

　なお，住居跡などの遺構は，第２層上面で確認した。
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下河原崎谷中台遺跡

第１節　 遺 跡 の 概 要

第２節　 基 本 層 序

24.0m

23.0m

22.0m

1

2

3

4

5

6

7

8

第２図　基本土層図
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第３図　下河原崎谷中台遺跡調査区設定図
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下河原崎谷中台遺跡

１　縄文時代の遺構と遺物

　今回確認した当時代の遺構は，竪穴住居跡７軒，陥し穴１基，土坑１基である。

　（１）竪穴住居跡

　第５２号住居跡（第４～６図）

位置　調査区北東部のＡ５j８区，標高２３．７�の平坦な台地上に位置している。

第３節　 遺 構 と 遺 物
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C C
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P13
P3
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P5
P1
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A

E

D

D

E

A

B

C

A5j9

第４図　第５２号住居跡実測図（１）



－　　－10

確認状況　確認面で，炉とピットを検出した。

重複関係　第１８５・１８６号土坑と重複しているが，覆土がないため，新旧関係は不明である。

規模と形状　壁は残存していないが，炉や柱穴の配置から長径７．３０�，短径６．９０�ほどの円形と推定される。

床　ほぼ平坦であり，硬化面は認められない。

炉　ほぼ中央部に位置し，長径１２０�，短径９８�の楕円形で，深さ２１�である。床面を掘りくぼめた炉で，火

床面は３～５層上面で火により赤変硬化している。

ピット　１７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１３～３１�で，配置から

主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ１７は壁際に設置され，深さ

１３～７０�で壁柱穴と考えられる。

遺物出土状況　縄文土器片３点（深鉢）が出土している。

ＴＰ４１を含む土器はすべて細片で，確認面に散在する状況

で出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉と考えられる。

D 23.8m
D EE

1
2

3
4

5

第５図　第５２号住居跡実測図（２）

炉土層解説
１  暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５  暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

TP41

第６図　第５２号住居跡出土遺物実測図

　第５９号住居跡（第７図）

位置　調査区北東部のＡ５ｊ２区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。

確認状況　確認面で，炉とピットを検出した。

重複関係　第６１号住居跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　壁は残存していないが，炉や柱穴の配置から長径７．９５�，短径７．３０�ほどの円形と推定される。

床　ほぼ平坦であり，硬化面は認められない。

炉　３か所。炉１はほぼ中央部に，炉２は炉１の東側に，炉３は他の２つの炉の北側に位置している。炉１は

長径８６�，短径６８�の楕円形で，深さ１０�である。炉２は西部を炉１に掘り込まれており，南北径８０�，東西

径は５０�の楕円形と推定され，深さ１５�である。炉３は南部を他の２つの炉に掘り込まれ，南北径は４６�，東

西径１０５�の楕円形と推定される。いずれも床面を掘りくぼめた炉であり，火床面は火により赤変硬化してい

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

確認面
口辺部隆帯上キザミ及び直下半截竹管
による平行沈線　単節縄文ＲＬを地文

普通にぶい橙
長石・石英・
赤色粒子

－（５．０）－深鉢縄文土器ＴＰ４１

第５２号住居跡出土遺物観察表（第６図）
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下河原崎谷中台遺跡
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第７図　第５９号住居跡実測図



－　　－12

る。重複状況から，炉３から炉２へ，そして炉１へ作り替えられたものと推定される。

ピット　１６か所。Ｐ１～Ｐ５は深さ７～３２�で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ６～Ｐ１４は壁際に設置さ

れ，深さ１１～６２�で壁柱穴と考えられる。Ｐ１５・Ｐ１６は，深さ２３・１９�で補助的な柱穴と考えられる。

所見　時期は，遺物が出土していないため明確ではないが，住居の形態から縄文時代と考えられる。

炉土層解説
１  黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２  にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
３  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
４  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

５  極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
６  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量・炭化物微量
７  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

　第６１号住居跡（第８図）

位置　調査区北東部のＡ５ｉ１区，標高２３．７�の平坦な台地上に位置している。

第８図　第６１号住居跡・出土遺物実測図
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下河原崎谷中台遺跡

確認状況　確認面で，炉とピットを検出した。

重複関係　第５９号住居跡と重複しているが，覆土がないため新旧関係は不明である。

規模と形状　壁は残存していない。また，炉より北側部分が調査区域外のため，南北径は６．２８�，東西径１０．３３

�のみが確認された。

床　ほぼ平坦で，炉の周辺が硬化している。

炉　中央部よりやや北側に位置している。長径７５�，短径７０�の円形で，深さは２３�である。床面を掘りくぼ

めた炉である。火床面は火により赤変硬化している。

ピット　１３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ１３�で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３～Ｐ１２は壁際に設置され，深

さ８～２３�で壁柱穴と考えられる。Ｐ１３の性格は不明である。

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が出土している。ＴＰ４２は，炉近くの確認面で出土している。

所見　時期は，出土土器から後期後葉と考えられる。

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
２  暗 赤 褐 色 焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量
３  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

　第６６号住居跡（第９図）

位置　調査区北東部のＢ５ｄ７区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。

確認状況　確認面で，炉とピットを検出した。

重複関係　第５５号住居に掘り込まれている。また，第７１号住居跡と重複しているが，覆土がないため新旧関係

は不明である。

規模と形状　壁は残存していないが，南北軸は６．０４�，東西軸９．４４�のみが確認された。残存する炉や柱穴の

配置から隅丸方形と考えられる。

床　ほぼ平坦であり，硬化面は認められない。

炉　ほぼ中央部に位置している。長径９３�，短径８０�の楕円形で，深さは２５�である。床面を掘りくぼめた炉

である。火床面は火により赤変している。

ピット　１７か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ９～２１�で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４～Ｐ１７は壁際に設置さ

れ，深さ８～２８�で壁柱穴と考えられる。

遺物出土状況　縄文土器片９点（深鉢）が出土している。すべて細片で，確認面に散在する状況で出土してい

る。ＴＰ４３・ＴＰ４４はいずれも炉の北側の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期後葉と考えられる。

炉土層解説
１  暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

３  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

 ＰＬ２５確認面口唇部直下に紐線文　斜行沈線文普通にぶい橙
長石・石英・
赤色粒子

－（６．７）－深鉢縄文土器ＴＰ４２

第６１号住居跡出土遺物観察表（第８図）
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第９図　第６６号住居跡・出土遺物実測図
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下河原崎谷中台遺跡

　第６７号住居跡（第１０・１１図）

位置　調査区北東部のＡ５ｊ９区，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

第６６号住居跡出土遺物観察表（第９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

 ＰＬ２５確認面斜行沈線文普通にぶい橙
長石・石英・
赤色粒子

－（４．５）－深鉢縄文土器ＴＰ４３

 ＰＬ２５確認面紐線文　斜行沈線文普通にぶい橙
長石・石英・
赤色粒子

－（３．６）－深鉢縄文土器ＴＰ４４
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C
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P10
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B
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第１０図　第６７号住居跡実測図（１）
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D

C

B

D

23.8mB

C

第１１図　第６７号住居跡実測図（２）

確認状況　東側が調査区域外に延びている。覆土がなく，ピットだけが確認された。

規模と形状　壁は残存していないが，残存する壁柱穴の配置から，南北径８．１０�，東西径は６．４８�ほどの楕円

形と推定される。

床　ほぼ平坦で，中央部が硬化している。

ピット　１０か所。壁際に設置され，深さ１１～４７�で，壁柱穴と考えられる。

所見　時期は，遺物が出土していないため明確でないが，縄文時代と考えられる。

　第６８号住居跡（第１２図）

位置　調査区北東部のＢ５ｃ３区，標高２３．６�の台地上の平坦部に位置している。

確認状況　確認面で，炉とピットを検出した。

重複関係　第７１号住居跡，第１８４・１８９号土坑と重複しているが，覆土がないため新旧関係は不明である。

規模と形状　壁は削平されているが，残存する炉や柱穴の配置から，長径１１．７０�，短径９．３０�ほどの楕円形と

推定される。

床　ほぼ平坦であり，硬化面は認められない。

炉　ほぼ中央部に位置している。径７２�の円形で，深さは９�である。床面を掘りくぼめた炉であり，火床面

は火により赤変している。

ピット　２６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１１～１４�で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５～Ｐ２１は壁際に設置さ

れ，深さ７～２１�で壁柱穴と考えられる。その他のピットの性格は不明である。

所見　時期は，遺物が出土していないため明確ではないが，住居の形態から縄文時代と考えられる。

炉土層解説
１  極暗赤褐色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

３  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
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下河原崎谷中台遺跡
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第１２図　第６８号住居跡実測図
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　第７１号住居跡（第１３図）

位置　調査区北東部のＢ５ｃ５区，標高２３．６�の台地上の平坦部に位置している。

確認状況　確認面で，炉とピットを検出した。
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第１３図　第７１号住居跡実測図
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下河原崎谷中台遺跡

重複関係　第６６・６８号住居跡，第１８４号土坑と重複しているが，覆土がないため新旧関係は不明である。

規模と形状　壁は削平されているが，残存する炉や柱穴の配置から，長径９．８０�，短径８．８０�ほどの楕円形と

推定される。

床　ほぼ平坦で，炉の南部が硬化している。

炉　２か所。炉１はほぼ中央部に，炉２は炉１の南側に位置している。炉１は長径８７�，短径５５�の楕円形で，

深さ１９�である。炉２は北部を炉１に掘り込まれており，南北径は９２�，東西径１００�の楕円形と推定され，深

さ２６�である。いずれも床面を掘りくぼめた炉であり，火床面は火により赤変している。炉の重複状況から，

炉２から炉１へ作り替えられたものと考えられる。

ピット　２０か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ２４～３０�で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４～Ｐ１９は壁際に設置さ

れ，深さ６～２５�で壁柱穴と考えられる。Ｐ２０の性格は不明である。

所見　時期は，遺物が出土していないため明確ではないが，住居の形態から縄文時代と考えられる。

炉土層解説
１  にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
２  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
３  極暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量
４  褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

５  赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
６  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
７  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

 （２）陥し穴

　第４号陥し穴（ＳＫ１９２）（第１４図）

位置　調査区北東部のＢ４ｈ０区，標高２３．７�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　南東部は撹乱を受けており，長径２．６４�，短径は１．６０�の不整楕円形と推定される。長径方向は

Ｎ－５°－Ｗである。深さは９４�で，床面はほぼ平坦である。壁は外傾から直立して立ち上がっている。
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B
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2

4

3

B

C      

B C

B

CB5h1
-E1m,S1m

第１４図　第４号陥し穴実測図
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覆土　４層からなり，周囲からの流入による堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片９点（深鉢）が出土している。すべて細片で，覆土中から出土している。摩滅が激

しく図示できない。

所見　時期は，出土遺物や遺構の規模や形状などから縄文時代と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

３  極 暗 褐 色 ローム粒子中量
４  黒 褐 色 ローム粒子微量

 （３）土坑

　第１８５号土坑（第１５図）

位置　調査区北東部のＢ５ａ７区，標高２３．７�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第５２号住居跡と重複しているが，覆土がないため新旧関係は不明である。

規模と形状　長径１．０２�，短径０．９０�の楕円形で，深さは２８�である。長径方向はＮ－７４°－Ｅで，底面は皿状

を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　４層からなり，不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が出土している。ＴＰ４５は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック中量
２  黒 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

３  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
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第１５図　第１８５号土坑・出土遺物実測図

第１８５号土坑出土遺物観察表（第１５図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

 ＰＬ２５覆土中平行沈線文　単節縄文ＲＬを地文普通にぶい赤褐
長石・石英・
赤色粒子

－（６．０）－深鉢縄文土器ＴＰ４５
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２　古墳時代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，竪穴住居跡２５軒，土坑５基が確認された。

　（１）竪穴住居跡

　第３５号住居跡（第１６・１７図）

位置　調査区南部のＣ５ｊ８区，標高２３．１�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１９８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸６．６８�，短軸６．６２�の方形で，主軸方向はＮ－２７゚－Ｗである。壁高は２５～３０�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部および南部が踏み固められている。壁下には，幅１５～２０�，深さ１０～１２�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。北部と東部の床面を中心に炭化材や焼土塊を検出した。

炉　２か所。炉１は中央部北側，炉２は炉１の南側に位置している。炉１は長径６８�，短径５３�，炉２は長径

３８�，短径２８�のいずれも楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた炉である。火床面は炉１が２層上面，炉２

が５層上面であり，いずれも皿状を呈し，赤変している。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２７～６９�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ１９�で，南壁際の中央部に位置し

ていることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ５０�で，性格は不明である。

覆土　１７層に分けられる。第１・２層は，周囲からの流入による自然堆積層で，第３層以下は不規則な堆積状

況を示した人為堆積である。

炉土層解説
１  赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子微量
２  赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，粘土ブロック微量

４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
５  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
４  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
６  にぶい暗褐色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
７  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
８  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
９  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

１０  黒 褐 色 ロームブロック中量
１１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１２  極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１３  黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１５  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子微量
１６  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
１７  極 暗 褐 色 ロームブロック少量

表２　竪穴住居跡一覧表

新旧関係
（旧→新）

備　考
（時期）

出土遺物覆土
内　　部　　施　　設

壁溝床面
壁高
（�）

規模（�）
（長径×短径）

平面形
主軸方
向

位置番号
貯蔵穴炉・竈ピット 出入口主柱穴

中期後葉縄文土器片（深鉢）－－炉１１３－４－平坦－（７．３０）×（６．９０）［円形］－Ａ５ｊ８５２

縄文時代－－－炉３１１－５－平坦－（７．９５）×（７．３０）［円形］－Ａ５ｊ２５９

後期後葉縄文土器片（深鉢）－－炉１１１－２－平坦－（１０．３３）×（６．２８）－－Ａ５ｉ１６１

本跡→ＳＩ５５後期後葉縄文土器片（深鉢）－－炉１１４－３－平坦－（９．４４）×（６．０４）［隅丸方形］－Ｂ５ｄ７６６

縄文時代－－－－１０－－－平坦－（８．１０）×（６．４８）［楕円形］－Ａ５ｊ９６７

縄文時代－－－炉１２２－４－平坦－（１１．７０）×（９．３０）［楕円形］－Ｂ５ｃ３６８

縄文時代－－－炉２１７－３－平坦－（９．８０）×（８．８０）［楕円形］－Ｂ５ｃ５７１
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第１６図　第３５号住居跡実測図
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焼土塊土層解説
１  赤 褐 色 焼土ブロック・炭化材中量，ロームブロック少量
２  赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，炭化粒子微量
３  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒

子微量
４  暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
５  にぶい赤褐色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
６  明 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
７  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

８  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
１０  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１１  暗 赤 灰 色 炭化粒子中量，焼土ブロック少量
１２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
１３  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１４  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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23.6m

7 1

8
6 2

11

10
14 14 9

12 13

3 4 5

G H HG 23.4m

1
2 3

4

5
3

2

3

1

第１７図　第３５号住居跡・出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片４６８点（坏８０，椀１０，坩１７，高坏３３，甕類３２８），土製品１点（土玉），石製品１点（臼

玉）が出土している。また，混入した縄文土器片３点も出土している。３５８は覆土中，３５７は東部壁際の覆土中

層から出土している。ＤＰ１０７は東部，Ｑ３２８は炉１の西側のそれぞれ覆土下層から出土している。いずれも住

居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見　床面で検出された炭化材や焼土塊の出土状況から，焼失家屋と考えられる。時期は，出土土器から５世

紀前葉と考えられる。

第３５号住居跡出土遺物観察表（第１７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

４０％覆土中層
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面ヘラナデ　輪積痕　

普通にぶい黄橙
長石・石英・
雲母

２．８５．０［１１．４］椀土師器３５７

８０％覆土中
口辺部内・外面ハケ目後横ナデ　頸部外面ヘラ削
り　内面指頭圧痕　体部外面ヘラ削り　輪積痕

普通にぶい黄橙
長石・石英・
赤色粒子

３．８１０．９［１２．２］坩土師器３５８
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　第５１号住居跡（第１８・１９図）

位置　調査区北西部のＡ４ｊ８区，標高２３．７ｍの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸６．４０�，短軸６．３１�の方形で，主軸方向はＮ－４２゚－Ｗである。壁高は２０～３２�で，ほぼ直立

している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北西壁側に幅１８～２０�，深さ８～１０�の間仕切り溝が１条確

認され，断面形はＵ字状を呈している。Ｐ７の西側に高まりを確認した。また，南西部に焼土塊が存在し，炭化

材が南西部と東部に散在していた。

炉　中央部北西側に位置している。長径９７�，短径５１�の楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた炉である。

火床面は５・６層上面であり，皿状を呈し，赤変硬化している。

ピット　１０か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３５～４４�で，拡張前からの主柱穴である。Ｐ５は深さ９�で，拡張前の南

東壁際のほぼ中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ９は深さ１２

～６６�で，拡張後の主柱穴である。Ｐ１０は深さ１４�で，拡張後の南東壁際のほぼ中央部に位置していることか

ら，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　１０層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片１，１８６点（坏１４，椀５１，坩３２，高坏３１６，甕類７７３）が出土している。また，混入した

縄文土器片１１点も出土している。３５９・３６０はＰ７の南西側の覆土下層，３６１はＰ１０の南西側，３６２は炉北部と東

部，３６３は北部，３６４は南部のそれぞれ床面から出土しており，住居の廃絶後間もなく投棄されたものと考えら

れる。

所見　拡張された住居で，床面で検出された炭化材や焼土塊から，焼失家屋と考えられる。拡張後の時期は，

出土土器から５世紀前葉と考えられる。

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材質・胎土重量孔径厚さ径器種番号

 ＰＬ２５覆土下層ナデ　一方向からの穿孔長石・石英５．２０．４１．７
１．８～
 ２．０

土玉ＤＰ１０７

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量孔径厚さ径器種番号

覆土下層円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．０６０．１６０．２４０．４６臼玉Ｑ３２８

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
５  黒 褐 色 ロームブロック少量

６  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
８  黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
９  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子微量
１０  褐 色 ロームブロック少量

炭化材・焼土塊土層解説
１  黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
３  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量

４  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５  極暗赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

炉土層解説
１  極暗赤褐色 焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
２  暗 赤 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
３  にぶい赤褐色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４  赤 色 焼土粒子多量，ローム粒子微量
５  にぶい赤褐色 焼土粒子中量
６  暗 赤 褐 色 焼土粒子少量
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第１９図　第５１号住居跡・出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９５％ ＰＬ１９
内・外面煤付着覆土下層口辺部内・外面横ナデ　頸部外面ハケ目後横ナ

デ　体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ普通にぶい黄橙長石・石英・赤色
粒子４．８７．４７．５坩土師器３５９

７５％ ＰＬ１９覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　頸部外面ハケ目後横ナ
デ　内面指頭圧痕　体部外面ヘラ削り　内面ヘ
ラナデ

普通にぶい橙
長石・石英・
赤色粒子

３．４９．５［４．７］坩土師器３６０

６０％床面口辺部内・外面横ナデ　坏部内・外面ヘラ削り
後ナデ普通橙長石・石英・雲母－（５．９）１９．２高坏土師器３６１

１０％床面脚部内面ヘラ削り　裾部内・外面ヘラ削り後横
ナデ　研磨痕普通にぶい褐長石・石英・雲母１７．８（３．５）－高坏土師器３６２

７５％
外面煤付着床面口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り　内

面ヘラナデ　底部多方向のヘラ削り普通にぶい橙長石・石英８．４２６．７２０．０甕土師器３６３

床面体部外面ヘラ削り普通にぶい褐長石・石英・雲母５．０（１．４）－甑土師器３６４

第５１号住居跡出土遺物観察表（第１９図）
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下河原崎谷中台遺跡

　第５３号住居跡（第２０・２１図）

位置　調査区中央部のＣ５ｂ６区，標高２３．７�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸５．２３�，短軸４．０２�の長方形で，主軸方向はＮ－６ －゚Ｗである。壁高は３４�ほどで，ほぼ直

立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１１～２０�，深さ１０�でＵ字状の断面を呈する壁

溝が巡っている。床面北部から炭化材と焼土塊を検出した。
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第２０図　第５３号住居跡実測図
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第２１図　第５３号住居跡出土遺物実測図
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下河原崎谷中台遺跡

炉　中央部北壁寄りに位置している。長径８５�，短径５６�の楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた炉である。

火床面は３層上面であり，皿状を呈し，赤変している。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６～３４�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ１３�で，南壁際の中央部に位置し

ていることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ１３�で，Ｐ３の南脇に位置しているこ

とから，補助的に使用されたと考えられる。

覆土　９層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長軸８０�，短軸６６�の長方形で，深さは４５�である。底面は平坦で，壁は

外傾して立ち上がっている。覆土は４層に分けられ，周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片２８８点（坏１６，高坏６２，甕類２１０）が出土している。３６６は南部，３６７は南西部の覆土下

層，３６５は炉北部の火床面からそれぞれ出土しており，住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
２  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

３  暗 赤 褐 色 焼土粒子少量

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２  黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
５  暗 褐 色 ロームブロック微量

６  暗 褐 色 ロームブロック少量
７  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
８  黄 褐 色 ローム粒子中量
９  褐 色 ロームブロック中量

貯蔵穴土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

３  褐 色 ロームブロック中量
４  明 褐 色 ロームブロック中量

　第５５号住居跡（第２２～２５図）

位置　調査区中央部のＢ５ｆ６区，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第６６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　一辺９．４６�の方形で，主軸方向はＮ－２１゚－Ｗである。壁高は５２�ほどで，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１１～１８�，深さ１０～１２�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。また，四方の壁から中央に向かって，ほぼ等間隔に幅１０～２６�，長さ５５～１６０�，深さ

６�ほどの溝を２２条確認した。床面全体に炭化材と焼土塊が検出された。炭化材は，径８～１７�の丸材（「付

章」参照）で，溝に据付けたように出土している。

炉　中央部北側に位置している。長径９０�，短径７５�の楕円形で，床面を掘りくぼめた炉である。火床面は２

第５３号住居跡出土遺物観察表（第２１図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

３５％ ＰＬ２０炉火床面
口辺部内・外面横ナデ　坏部内・外面ヘラ削り
脚部外面ハケ目　内面指頭擦痕　裾部内・外面
ヘラ削り

普通にぶい橙
長石・石英・赤色
粒子・白色粒子

１３．１１５．７［１８．１］高坏土師器３６５

４０％　
外面煤付着

覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　坏部内・外面
ヘラ削り後ナデ

普通橙長石・石英・雲母－（６．２）１７．２高坏土師器３６６

９０％ ＰＬ２３
外面煤付着

覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　頸部内面ハケ目　
体部外面ハケ目後ヘラ削り　内面ヘラナデ

普通にぶい橙
長石・石英・赤色
粒子・白色粒子

９．０４６．２１９．６壺土師器３６７
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下河原崎谷中台遺跡
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第２３図　第５５号住居跡実測図（２）

層上面であり，皿状を呈し，赤変している。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ７５～７８�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ９�で，南壁際のほぼ中央部に位

置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ９７�で，径が１２０�ほどである。炉

と北壁の間に位置しているが性格については不明である。

覆土　３１層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
２  にぶい赤褐色 焼土粒子少量

３  暗 赤 褐 色 焼土粒子微量

Ｐ６土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

４  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
５  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子微量
２  黒 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
３  黒 褐 色 黒色粒子多量，ロームブロック少量，炭化物・ 

焼土粒子微量
４  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
５  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
６  極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
７  暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子微量
８  暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
９  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・黒色

粒子微量
１２  暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色粒子微量
１３  褐 色 ローム粒子中量
１４  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

１５  黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
１６  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１７  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１８  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・焼土ブロック微量
１９  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２０  暗 褐 色 ローム粒子微量
２１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２２  褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
２３  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２４  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２５  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２６  褐 色 ローム粒子多量
２７  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２８  黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２９  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
３０  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３１  暗 褐 色 ローム粒子少量



－　　－32

R

O

M N

QP QP

N

R

O
23.6m

L

M

23.4m

14

2
11

10 2

12 3 2 3 2 3
2 4

1 1 1
1

6

12

11

13

1 1

L

9

2

R

Q

P

L

P Q

M

N

N
M

R

L

OO

B5g7

11

12

2 3
21 4

1

3

31

4 2 4 2

7

4

1 2 28
4245444 2 12

第２４図　第５５号住居跡実測図（３）



－　　－33

下河原崎谷中台遺跡
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第２５図　第５５号住居跡出土遺物実測図
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溝および壁溝土層解説
１  極暗赤褐色 炭化物少量，焼土粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
４  暗 褐 色 ローム粒子微量
５  黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
６  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

８  暗 褐 色 ロームブロック微量
９  黒 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子微量
１０  暗 褐 色 ローム粒子中量
１１  暗 褐 色 ローム粒子少量
１２  暗 褐 色 ロームブロック少量
１３  灰 色 焼土粒子多量
１４  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片５５４点（坏５３，椀３８，坩９，高坏７６，甕類３７８），須恵器片３点（坏１，甕類２），石製

品２点（勾玉，臼玉）が出土している。また，混入した縄文土器片２８点も出土している。３６８は南西コーナー

壁溝からの細片とＰ６の底面から出土した細片が接合したものである。３６９・３７１・３７２はＰ６の底面からいず

れも正位で出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。３７０・Ｑ３２９・Ｑ３３０は南西部，３７３～３７６は

北東部北壁際の床面からそれぞれ出土しており，廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見　床面で検出された炭化材や焼土塊から，焼失家屋と考えられる。炭化材が四方の壁から中央に向かって

伸びる溝に据付けたような状態で出土していることから，丸材を溝内に寝かせて置き，その上に板を設置して

床を構築し居住空間としていた可能性が高い。出土した炭化材を加速器質量分析法による放射性炭素年代測定

を実施した結果，暦年較正用年代１，５６８±３３（ＡＤ４１９～５６３）という年代値が測定された。時期は，炭化材の分

析結果や出土土器から５世紀中葉と考えられる。

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

６０％
 ＰＬ１７・２３

Ｐ６底面
壁溝

口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面ヘラナデ後ヘラ磨き

普通赤
長石・石英・
雲母

５．５４．２［１３．０］坏土師器３６８

１００％
 ＰＬ１７・２３

Ｐ６底面
ロクロ成形　体部外面ヘラ削り後ナデ　
底部回転ヘラ切り後ナデ

良好青灰長石５．２４．１９．１坏須恵器３６９

９５％
 ＰＬ１６・２３

床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面ヘラ磨き

普通明赤褐
長石・石英・
赤色粒子

３．５５．８１２．２椀土師器３７０

１００％
 ＰＬ１６・２３

Ｐ６底面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り後ナデ　内面ナデ

普通明赤褐
長石・石英・
黒色粒子

３．６５．０８．８椀土師器３７１

９０％
 ＰＬ１６・２３

Ｐ６底面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　底部に焼成前の十字状の圧痕

普通橙
長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子・
小礫

４．５６．１１５．３椀土師器３７２

８５％
 ＰＬ１９・２３

床面
口辺部から頸部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り後ナデ　内面ヘラ削り　体部下位砥石転用痕

普通明赤褐
長石・石英・
赤色粒子

４．６１６．２９．９坩土師器３７３

８５％
 ＰＬ２０・２３

床面
口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラ磨き　脚部内・外面ヘラ削り　裾
部外面ヘラ磨き　内面ヘラ削り

普通橙
長石・石英・
赤色粒子

１６．７１５．３１８．２高坏土師器３７４

４０％　床面
口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き　脚部外面ヘラ磨き　内面指頭擦痕　裾
部内・外面横ナデ　内面上位キザミ痕

普通赤橙
長石・石英・
赤色粒子

１４．０１４．６［１８．０］高坏土師器３７５

７０％
 ＰＬ２１・２３

床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り後ヘラ磨き

普通橙
長石・石英・
赤色粒子

－１６．３２６．６甑土師器３７６

第５５号住居跡出土遺物観察表（第２５図）

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ２７床面孔径０．１５�　裏面欠損　研磨痕滑石（２．０８）（０．５）（１．５）３．０勾玉Ｑ３２９

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材　　質重量孔径厚さ径器種番号

床面円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．１００．１７０．２３０．５０臼玉Ｑ３３０
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　第５６号住居跡（第２６～２８図）

位置　調査区中央部のＢ５ｇ５区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸３．５２�，短軸３．４６�の方形で，主軸方向はＮ－０゜である。壁高は３２～３８�で，外傾して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部および南部が踏み固められている。床面中央部・南西部から焼土塊を検出した。

炉　中央部北側に位置している。耕作による撹乱を受けており，南北径は２０�，東西径２０�だけが確認された。

床面をわずかに掘りくぼめた炉であり，皿状を呈し，赤変している。

ピット　深さ４４�で，南西コーナー部に位置している。性格は不明であるが，棒状の工具を使って掘り込んだ

とみられる工具痕が壁部に確認された。

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量 ２  暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第２６図　第５６号住居跡実測図
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第２７図　第５６号住居跡出土遺物実測図（１）
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Q331 Q332 Q333 Q334

378

第２８図　第５６号住居跡出土遺物実測図（２）

覆土　１３層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片２２４点（高坏１０，甕類２１２，ミニチュア土器２），石製品４点（臼玉）が出土している。

また，混入した縄文土器片９点も出土している。３７７・３７８は南東部，３７９は北部，３８０は炉西側，３８１は東壁際，

Ｑ３３１～Ｑ３３３は中央部の覆土中層から，Ｑ３３４は南西部の焼土塊上部からそれぞれ出土している。住居の焼失

後間もなく投棄されたものと考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４  黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５  黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
６  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土

粒子微量

７  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
８  黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
９  黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０  にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量
１１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子微量
１２  褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ にぶい褐色 ロームブロック中量
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所見　床面で検出された焼土塊から，焼失家屋と考えられる。時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

　第５７号住居跡（第２９～３２図）

位置　調査区中央部のＢ５ｈ３区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸４．２３�，短軸３．００�の長方形で，主軸方向はＮ－５ －゚Ｗである。壁高は１４～２４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から北東側が踏み固められている。

炉　南側に位置している。長径７７�，短径６２�の楕円形で，床面を掘りくぼめた炉である。火床面は２・３層

上面であり，皿状を呈し，赤変している。

ピット　３か所。Ｐ１は深さ２３�で，東壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと

考えられる。Ｐ２・Ｐ３は，炉の北側に並んで位置し，いずれも深さ８�で比較的浅く，甕などを置くために

使用されていた可能性がある。

覆土　１０層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

炉土層解説
１  赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子微量
２  赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量
３  暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子少量

４  にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
５  褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
５  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

６  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
７  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
８  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
９  黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量
１０  暗 褐 色 ロームブロック少量

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％ ＰＬ２２
外面煤付着

覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　外面ヘラ磨き 
内面ヘラ削り　体部外面ヘラ削り　内
面ヘラナデ

普通にぶい黄橙
長石・石英・
雲母

７．７３６．５１５．０壺土師器３７７

６０％ ＰＬ２２・２３
外面煤付着

覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り後中位ヘラ磨き

普通にぶい橙
長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子

［６．０］３４．０１７．８壺土師器３７８

８０％
内・外面煤付着

覆土下層
体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　輪
積痕

普通にぶい褐
長石・石英・
雲母

６．０（１５．０）－甕土師器３７９

１００％　
 ＰＬ１８・２３

覆土下層
口辺部内・外面ナデ　指頭圧痕　体部
外面ヘラ削り後ナデ　輪積痕

普通にぶい赤褐
長石・石英・
赤色粒子

２．０３．３２．９ミニチュア土師器３８０

８０％ ＰＬ１８覆土下層
口辺部内・外面ナデ　指頭圧痕　体部
外面ヘラ削り後ナデ　輪積痕

普通にぶい赤褐
長石・石英・
赤色粒子

［１．６］４．７４．２ミニチュア土師器３８１

第５６号住居跡出土遺物観察表（第２７・２８図）

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材　　質重量孔径厚さ径器種番号

覆土下層円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．１１０．１６０．３００．５０臼玉Ｑ３３１

覆土下層円筒状　両面研磨　縦方向にヤスリ痕　一方向からの穿孔滑石０．１３０．２００．３２０．５０臼玉Ｑ３３２

覆土下層円筒状　両面研磨　縦方向にヤスリ痕　一方向からの穿孔滑石０．１８０．１３０．３８０．５１臼玉Ｑ３３３

覆土下層円筒状　両面研磨　縦方向にヤスリ痕　一方向からの穿孔滑石０．１７０．１２０．３５０．５２臼玉Ｑ３３４
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貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，長径７５�，短径６２�の楕円形で，深さは３６�である。底面は皿状で，壁は

外傾して立ち上がっている。覆土は４層に分けられ，周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積であ

る。棒状の工具を使用して掘り込んだ工具痕を確認した。

遺物出土状況　土師器片１，４９３点（坏７０，椀８５，高坏７４，甕類１，２６４），土製品１点（炉器台）が出土している。

また，混入した縄文土器片６点も出土している。３８２・３８３・ＤＰ１０８は貯蔵穴内の覆土上層，３８４・３８５は中央部，

３８６は東部，３８７は中央部から北西部にかけての床面から出土した細片が接合したものである。細片が多く，い

ずれも住居廃絶時に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。出入り口施設に伴うピットが第５５号住居跡が位置する

東壁際にあることから，第５５号住居跡と同時期に存在していたと考えられる。

貯蔵穴土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

３  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
４  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第２９図　第５７号住居跡実測図
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第３０図　第５７号住居跡出土遺物実測図（１）
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第３１図　第５７号住居跡出土遺物実測図（２）
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DP108

第３２図　第５７号住居跡出土遺物実測図（３）

　第５８号住居跡（第３３図）

位置　調査区中央部のＢ５ｊ５区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　確認面において，貯蔵穴とピットを検出した。壁は残存していないが，一辺が６．８０�ほどの方形

で，主軸方向はＮ－５ －゚Ｅと推定される。

床　ほぼ平坦で，硬化面は認められない。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２０～２８�で，主柱穴である。Ｐ５・Ｐ６は深さ１９・１２�で南壁際の中央部

に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７は深さ１４�で，性格は不明である。

貯蔵穴　南東部に位置し，径６８�ほどの円形で，深さは３６�である。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっ

ている。覆土は３層に分けられ，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

貯蔵穴土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

３  褐 色 ローム粒子中量

第５７号住居跡出土遺物観察表（第３０～３２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

８５％ ＰＬ１７貯蔵穴内口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り普通明赤褐長石・石英－５．３１４．８坏土師器３８２

８５％ ＰＬ１７貯蔵穴内口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り普通赤長石・石英・雲母５．４４．５１２．４坏土師器３８３

９５％ ＰＬ１６床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面ナデ　輪積痕

普通赤
長石・石英・
赤色粒子

６．０５．６１４．３椀土師器３８４

９０％ ＰＬ１６床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面ヘラ磨き

普通赤褐
長石・石英・雲
母・赤色粒子

４．２５．９１３．４椀土師器３８５

４０％　床面
口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ
削り　内面ヘラナデ

普通にぶい黄橙
長石・石英・雲
母・赤色粒子

－（６．９）１８．２高坏土師器３８６

６０％ ＰＬ２３
外面煤付着

床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘ
ラ磨き　上位火襷痕有　下端ヘラ削り　内面ヘ
ラナデ　底部多方向のヘラ削り

普通橙
長石・石英・
赤色粒子

７．５３１．７１６．７甕土師器３８７

７０％ ＰＬ２２床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面ヘラナデ

普通橙
長石・石英・
白色粒子

－（２８．６）２１．６甕土師器３８８

４５％ ＰＬ２２床面
口辺部内・外面横ナデ　頸部キザミ痕 
体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ

普通にぶい橙
長石・石英・
赤色粒子

－（２０．０）１９．０甕土師器３８９

２０％ ＰＬ２３床面
口辺部内・外面横ナデ　頸部内面からの穿孔有 
体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　指頭圧痕

普通にぶい赤褐
長石・石英・雲
母・赤色粒子

－（１２．６）２７．９甕土師器３９０

６０％　床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面ヘラナデ　輪積痕

普通橙
長石・石英・
雲母

－（１０．０）１５．４小形甕土師器３９１

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材質・胎土重量最大径最小径高さ器種番号

 ＰＬ２４貯蔵穴内ナデ　指頭痕　被熱痕有り長石・石英（４０５）（１０．２）（５．８）（６．６）炉器台ＤＰ１０８
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遺物出土状況　土師器片２点（坏）が出土している。また，混入した縄文土器片５点も出土している。

所見　土器の細片が数点しか出土していないため，時期は明確でないが，住居の形態や周囲の遺構などから古

墳時代と考えられる。
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　第６０号住居跡（第３４～３６図）

位置　調査区東部のＢ５ｊ０区，標高２３．６�ほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第２００号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸３．８０ｍ，短軸３．７２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１５゚－Ｅである。壁高は３２～４０�で，外傾して

立ち上がっている。

第３４図　第６０号住居跡実測図



－　　－45

下河原崎谷中台遺跡

床　平坦で，中央部から東部を除いてほぼ全体が踏み固められている。壁下には，幅１０～１８�，深さ８～１２�

でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈　北壁中央部に付設されている。第２００号土坑に左袖中央部を掘り込まれており，確認された規模は，焚口部

から煙道部まで１２１�，袖部幅９０�である。袖部は砂質粘土混じりの土を主体とする第１０～１３層で構築されて

おり，内側は火を受けて赤変している。火床部は床面を１２�ほど掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外に６５�ほど掘り込まれていることが確認された。

竈土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２  暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
３  赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
５  極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
６  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
７  にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
８  暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・砂質粘土粒子少

量，炭化粒子微量

９  にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量
１０  にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
１１  暗 灰 黄 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化物微量
１２  暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
１３  灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４  暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・砂質粘土ブロック

微量

392

393

第３５図　第６０号住居跡出土遺物実測図（１）
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394

Q335

DP109

第３６図　第６０号住居跡出土遺物実測図（２）
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下河原崎谷中台遺跡

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１３～２３�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ２２�で，南壁際の中央部に位置し

ていることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　６層に分けられる。周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片１６２点（坏５，椀３，坩２，高坏２，甕類１５０），須恵器片２点（甕類），土製品１点

（支脚），石器１点（石皿）が出土している。３９２は竈左袖脇，３９３・ＤＰ１０９は竈内部，３９４は北西部，Ｑ３３５は南

西部のそれぞれ床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量

４  明 褐 色 ロームブロック中量
５  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
６  暗 褐 色 ローム粒子少量

　第６２号住居跡（第３７・３８図）

位置　調査区南部のＣ５ｆ６区，標高２３．６�ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸４．５０�，短軸４．３６�の方形で，主軸方向はＮ－８ －゚Ｗである。壁高は４０～４６�で，外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，竈左右部を除いてほぼ全体が踏み固められている。壁下には，幅１２～１８�，深さ１０～１２�でＵ字

状の断面を呈する壁溝が巡っている。床面から炭化材と焼土塊を検出した。

竈　北壁中央部やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１７�，袖部幅１２１�である。袖

部は砂質粘土混じりの土を主体とする第１２・１３層で構築されており，内側は火を受けて赤変している。火床部

は床面を５�ほど掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３５�ほ

ど掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
４  褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
５  にぶい褐色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ロー

ムブロック少量
６  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
７  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量
８  暗 褐 色 ロームブロック少量

９  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１０  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１１  暗 褐 色 ロームブロック中量
１２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子・砂質 

粘土粒子少量
１３  灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
１４  褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１５  オリーブ褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量

第６０号住居跡出土遺物観察表（第３５・３６図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

８０％ ＰＬ１７床面口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り普通灰黄褐長石・雲母・赤色
粒子－４．２［１３．２］坏土師器３９２

６０％ ＰＬ２３
外面煤付着

竈火床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
磨き　内面ヘラナデ

普通にぶい黄橙
長石・石英・雲
母・赤色粒子

９．４３１．９２２．０甕土師器３９３

９０％ ＰＬ２１床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ磨き　
内面ヘラナデ　内面下端ヘラ削り　輪積痕

普通にぶい橙
長石・石英・雲
母・赤色粒子

１０．７２９．８２７．４甑土師器３９４

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材質・胎土重量最大径最小径高さ器種番号

 ＰＬ２４竈火床面ナデ　基部ヘラナデ　指頭痕長石・石英（６２４）９．０（４．２）（１３．９）支脚ＤＰ１０９

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ２４
砥石転用

床面片面に凹部２か所安山岩（１０１０）４．３（１３．３）（１９．９）石皿Ｑ３３５
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第３７図　第６２号住居跡実測図
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下河原崎谷中台遺跡

395 396 397

Q336

第３８図　第６２号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

４０％床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面指頭圧痕

普通灰黄褐
長石・雲母・
赤色粒子

－４．８［１３．２］坏土師器３９５

６０％床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
磨き　内面ヘラナデ

普通にぶい黄橙
長石・雲母・
赤色粒子

－（３．５）［１３．０］坏土師器３９６

３０％覆土上層口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り普通暗褐色
長石・雲母・
赤色粒子

－（３．６）［１３．８］坏土師器３９７

第６２号住居跡出土遺物観察表（第３８図）

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５９～７２�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ２７�で，南壁際の中央部に位置し

ていることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ９�で，性格は不明である。

覆土　１４層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片２９１点（坏５１，高坏２，甕類２３８），石製品１点（双孔円板）が出土している。また，

混入した縄文土器片５点も出土している。Ｑ３３６は覆土中，３９７は南西部の覆土上層，３９５は中央部，３９６は南部

の床面からそれぞれ出土している。いずれも細片が接合したものであり，住居廃絶後間もなく投棄されたもの

と考えられる。

所見　床面で検出された炭化材や焼土塊から，焼失家屋と考えられる。時期は，出土土器から６世紀後葉と考

えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２  褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

４  暗 褐 色 ロームブロック中量
５  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
６  黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
４  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
６  暗 褐 色 ロームブロック中量
７  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
８  にぶい褐色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ロー

ムブロック少量

９  褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
１０  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
１１  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量
１２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子少量
１３  灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化

粒子少量
１４  暗 褐 色 ロームブロック微量

焼土塊土層解説
１  極暗赤褐色 ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量
２  黒 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，

粘土粒子微量

３  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子・粘土粒子
微量

４  極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中一部欠損　両面研磨　両面ヤスリ痕有滑石（２．４８）０．３５２．９（１．７）双孔円板Ｑ３３６
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　第６３号住居跡（第３９～４１図）

位置　調査区南部のＣ５ｉ９区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸５．０６�，短軸５．００�の方形で，主軸方向はＮ－２０゚－Ｗである。壁高は２６～４２�で，外傾して

立ち上がっている。
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第３９図　第６３号住居跡実測図（１）
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下河原崎谷中台遺跡

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，壁柱穴と考えられるピットを多数確認した。また，

南東部床面の高まりに南北方向にほぼ等間隔で幅１４～２０�，長さ４０～６６�，深さ１０�ほどの溝を３条確認した。

床面全体から炭化材や焼土塊を検出した。炭化材は，径６～１３�の丸材（「付章」参照）で，溝に据付けたよ

うに出土している。

炉　中央部北側に位置している。長径６２�，短径２６�の楕円形で，床面を掘りくぼめた炉である。火床面は３

層上面であり，皿状を呈し，赤変している。

ピット　３８か所。Ｐ１は深さ２２�で，南壁際のほぼ中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。その他のピットは，深さ４～１６�で，ほぼ等間隔で四方の壁下を巡っていることから壁柱穴

と考えられる。

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２  暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量

３  暗 赤 褐 色 焼土粒子少量
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第４０図　第６３号住居跡実測図（２）
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覆土　８層に分けられる。第１・２層は，周囲からの流入による自然堆積層で，第３層以下は不規則な堆積状

況を示した人為堆積である。

貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，長径９２�，短径７８�の楕円形で，深さは４３�である。底面は平坦で，壁は

外傾して立ち上がっている。覆土は５層に分けられ，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片３６４点（坏５３，坩２７，高坏７０，甕類２１４），土製品４点（球状土錘１，炉器台１，不明

２）が出土している。また，混入した縄文土器片２点も出土している。３９８は北壁際の覆土下層，３９９は貯蔵穴

内の覆土下層から出土した細片と南西部南壁際から出土した細片が接合したものである。ＤＰ１１０は中央部南寄

りの床面から出土している。いずれも住居廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。炉器台は，炉の北側

に設置されたような状態で出土しているが，脆弱であるため掲載することはできなかった。

所見　床面で検出された炭化材や焼土塊から，焼失家屋と考えられる。南東部南壁際から出土した３本の丸材

の炭化材については，第５５号住居跡で検出した炭化材と同様に根太として使用していた可能性が高い。出土し

た炭化材を加速器質量分析法による放射性炭素年代測定を実施した結果，暦年較正用年代１，７２８±３１（ＡＤ２４１～

３９３）という年代値が測定された。時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられるが，分析結果とは時間差が

ある。

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量・焼土粒子微量
４  褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子少量

５  褐 色 ロームブロック中量
６  褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子中量
７  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
８  褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

根太部および焼土塊土層解説
１  赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化物・ローム粒子中量
２  赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子中量
３  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
６  黒 褐 色 炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量

７  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８  暗 褐 色 ロームブロック微量
９  褐 色 ローム粒子中量
１０  暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
１１  極暗赤褐色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１２  暗 褐 色 ロームブロック少量

貯蔵穴土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  極 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
３  黒 褐 色 ローム粒子微量

４  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
５  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

398

399

DP110

第４１図　第６３号住居跡出土遺物実測図
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

７５％ ＰＬ２１
内・外面煤付着

覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面ヘラナデ　輪積痕

普通橙
長石・雲母・
赤色粒子

６．６１２．２１７．４鉢土師器３９８

３０％
外面煤付着

貯蔵穴内
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面ヘラナデ

普通にぶい橙
長石・石英・
雲母

－（５．０）１０．２小形甕土師器３９９

第６３号住居跡出土遺物観察表（第４１図）

　第６４号住居跡（第４２・４３図）

位置　調査区南東部のＣ６ｃ２区，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第２０１・２５４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸６．４２�，短軸５．８８�の方形で，主軸方向はＮ－３０゚－Ｗである。壁高は５０～６２�ほどで，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から壁際まで踏み固められている。壁下には，幅１０～１５�，深さ６～８�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。床面から炭化材と焼土塊を検出した。

炉　中央部北側に位置している。長径６０�，短径５２�の隅丸長方形で，床面をやや掘りくぼめた炉である。火

床面は皿状を呈し，赤変している。

ピット　１０か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４０～５４�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ１０�で，南壁際のほぼ中央部に位

置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ１０は深さ１０～４９�で，性格は不明で

ある。

覆土　１７層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片４６７点（坏１０８，椀１２，坩１２，高坏１５，甕類３２０），土製品１点（球状土錘）が出土して

いる。また，混入した縄文土器片４点も出土している。ほとんどが細片である。４０１・ＤＰ１１１は覆土中，４００は

Ｐ１０の底面から出土している。

所見　床面で検出された炭化材や焼土塊から，焼失家屋と考えられる。時期は，出土土器から５世紀中葉と考

えられる。

炉土層解説
１  極暗赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
６  暗 褐 色 ロームブロック少量
７  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８  褐 色 ローム粒子少量
９  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

１０  極 暗 褐 色 焼土ブロック・ロームブロック少量
１１  黒 褐 色 ロームブロック中量
１２  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１３  暗 褐 色 ロームブロック中量
１４  褐 色 ロームブロック中量
１５  褐 色 ローム粒子中量
１６  黒 褐 色 ロームブロック微量
１７  褐 色 ローム粒子多量

焼土塊土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２  極 暗 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
３  褐 色 ロームブロック中量

４  褐 色 ロームブロック多量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量
６  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材質・胎土重量孔径厚さ径器種番号

 ＰＬ２５床面ナデ　端部ヘラ削り　一方向からの穿孔長石・石英１１．５０．６２．２２．３球状土錘ＤＰ１１０
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Í

A

JBF
K

K

E
C

G

A

H

D
I

E JB F

P3

P5 P9

P2

P10

400

SK 
201

C6d2

P4 P7

P6

P1 P8

SK254

17

5
6

7
8

9
10

17

B
1

3
2

4

SK201

第４２図　第６４号住居跡実測図
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第４３図　第６４号住居跡・出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

６０％ ＰＬ１８Ｐ１０内口辺部内・外面横ナデ　体部内・外面ヘラ磨き普通赤長石・石英・雲母４．７６．１１５．８椀土師器４００

６５％覆土中
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り 
内面ヘラナデ　底部多方向のヘラ削り

普通にぶい黄橙長石・石英３．３５．７［１２．０］椀土師器４０１

第６４号住居跡出土遺物観察表（第４３図）

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材質・胎土重量孔径厚さ径器種番号

 ＰＬ２５覆土中ナデ　一方向からの穿孔長石・石英６．７０．５２．０２．０球状土錘ＤＰ１１１
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　第６５号住居跡（第４４・４５図）

位置　調査区南東部のＣ６ｆ４区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。
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第４４図　第６５号住居跡実測図
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402
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第４５図　第６５号住居跡出土遺物実測図

規模と形状　長軸４．８６�，短軸４．６８�の方形で，主軸方向はＮ－５１゚－Ｅである。壁高は２８～４５�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から西部が踏み固められている。床面に炭化材と焼土塊を検出した。

炉　中央部東側に位置している。長径４６�，短径３４�の楕円形で，床面をやや掘りくぼめた炉である。火床面

は２層上面であり，皿状を呈し，赤変している。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１７～５４�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ１９�で，南西壁際のほぼ中央部に

位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　８層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長径５３�，短径４０�の楕円形で，深さは３４�である。底面は皿状で，壁は外

傾して立ち上がっている。覆土は３層に分けられ，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片７０３点（坏３４，椀２５，坩４９，高坏６３，甕類５３２），土製品１点（球状土錘）が出土して

いる。また，混入した縄文土器片２点も出土している。出土遺物のほとんどが細片である。ＤＰ１１２は南西部の

覆土中層，４０２は北部の覆土下層から出土している。いずれも住居焼失後に投棄されたものと考えられる。

所見　床面で検出された炭化材や焼土塊から，焼失家屋と考えられる。時期は，出土土器から５世紀中葉と考

えられる。

炉土層解説
１  にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ２  暗 赤 褐 色 焼土粒子少量

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量
３  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
４  極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

５  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
６  暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
７  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
８  極暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

焼土塊土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
３  明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量
４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

５  極暗赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
６  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
７  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

３  褐 色 ローム粒子中量
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　第６９号住居跡（第４６・４７図）

位置　調査区南部のＣ５ｉ５区，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第２５０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸３．３０�，短軸３．１５�の方形で，主軸方向はＮ－０゜である。壁高は１０～１６�で，外傾して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部および南部が踏み固められている。
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第４６図　第６９号住居跡実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

７０％ ＰＬ２２覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　頸部外面ヘラ削り 
体部外面ハケ目　内面ヘラナデ　輪積痕

普通橙
長石・石英・雲
母・赤色粒子

－（１４．１）［１８．７］壺土師器４０２

第６５号住居跡出土遺物観察表（第４５図）

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材質・胎土重量孔径厚さ径器種番号

 ＰＬ２５覆土中層ナデ　端部ヘラ削り　一方向からの穿孔長石・石英１２．２０．６２．２２．２球状土錘ＤＰ１１２
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炉　２か所。炉１は中央部やや南東側，炉２は中央部北側に位置している。炉１は，長径８０�，短径５４�，炉

２は，長径７７�，短径６０�のいずれも楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた炉である。火床面は炉１が５層

上面，炉２が１０層上面であり，いずれも皿状を呈し，赤変している。

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１２～４７�で，主柱穴である。Ｐ２は第２５０号土坑に掘り込まれている。

覆土　５層に分けられる。第１～４層は，周囲からの流入による自然堆積層で，第５層は人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片２３５点（坏３０，高坏１０，甕類１９５）が出土している。出土遺物のほとんどが細片である。

４０３は西部の覆土中層から出土した３点が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

炉土層解説
１  極暗赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子微量
２  暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
３  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
４  にぶい赤褐色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量
６  赤 褐 色 焼土粒子中量

７  極暗赤褐色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
８  にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
９  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１０  赤 褐 色 焼土粒子多量
１１  暗 赤 褐 色 焼土粒子少量

土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３  褐 色 ロームブロック中量

４  黒 褐 色 炭化粒子・ローム粒子少量
５  にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

　第７０号住居跡（第４８・４９図）

位置　調査区南東部のＣ６ｊ１区，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第２５１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸４．４２�，短軸４．２８�の方形で，主軸方向はＮ－４ －゚Ｗである。壁高は２６～３０�で，ほぼ直立

している。

床　ほぼ平坦で，中央部から各壁近くまで踏み固められている。

炉　中央部北側に位置している。長径８２�，短径５１�の楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた炉である。火

床面は５・６層上面であり，皿状を呈し，赤変している。

炉土層解説
１  にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
２  にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
３  明 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

４  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
５  赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量
６  暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

403

第４７図　第６９号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

外面煤付着覆土中層口辺部内・外面横ナデ普通にぶい黄橙長石・石英－（４．２）［１７．４］甕土師器４０３

第６９号住居跡出土遺物観察表（第４７図）
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第４８図　第７０号住居跡実測図

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１３～２１�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ３３�で，南壁際のほぼ中央部に位

置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　４層に分けられる。周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

貯蔵穴　南東部に位置し，長径７０�，短径５８�の楕円形で，深さは４８�である。底面は皿状で，壁は中位まで

は直立し，上位は外傾して立ち上がっている。覆土は３層に分けられ，不規則な堆積状況を示した人為堆積で

ある。

土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子中量

３  暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
４  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２  暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子微量

３  褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
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第４９図　第７０号住居跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片７０９点（坏３４，椀１２，坩１５０，高坏１３３，甕類３７９，手捏土器１）が出土している。また，

混入した縄文土器片１点も出土している。４０４～４０７は北西部北壁寄りの覆土下層，４０８・４０９・４１１・４１２は東部，

４１０は北東部の床面からそれぞれ出土している。４０４～４０６は正位，４１２は逆位で出土しており，住居廃絶時に遺

棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

　第７２号住居跡（第５０図）

位置　調査区南東部のＣ５ｈ８区，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸３．１０�，短軸２．６５�の長方形で，主軸方向はＮ－６８゚－Ｅである。壁高は１６～２５�で，ほぼ直

立している。

床　ほぼ平坦で，中央部から各壁近くまで踏み固められている。撹乱を受け床の中央部が失われている。

炉　中央部北側に存在したと推定される。床の中央部が撹乱を受けており，南北径は３３�，東西径が２０�だけ

が確認された。わずかな焼土の広がりだけで，掘り込みや土層は確認できなかつた。

ピット　深さ４４�で，性格は不明である。

覆土　５層に分けられる。周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片１５４点（坏５１，坩１，高坏２５，甕類７７）が出土している。４１３は北部の覆土中層から出

土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３  極 暗 褐 色 ローム粒子中量

４  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９５％ ＰＬ１８覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ハケ
目　下位ヘラ削り　内面ヘラナデ

普通にぶい黄橙長石・石英４．０８．０１１．０椀土師器４０４

９５％ ＰＬ２１覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ハケ目後ナ
デ　下端ヘラ削り　内面ヘラナデ　輪積痕

普通にぶい黄褐
長石・石英・
赤色粒子

４．４８．１１２．３椀土師器４０５

１００％ ＰＬ２１
内・外面煤付着

覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り

普通赤
長石・石英・
雲母

６．０９．３１１．０鉢土師器４０６

９０％ ＰＬ１９
内・外面煤付着

覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ハケ
目

普通にぶい黄橙
長石・石英・
赤色粒子

－９．６８．８坩土師器４０７

７０％ ＰＬ１９床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ハケ
目後ヘラ削り　輪積痕

普通明赤褐長石・石英２．７１２．３８．３坩土師器４０８

７５％ ＰＬ２０床面
口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削り　
脚部外面ハケ目　内面上部指頭擦痕　輪積痕

普通橙
長石・石英・
赤色粒子

１０．５１３．２１６．８高坏土師器４０９

８０％
内・外面煤付着

床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ハケ目後
ヘラ削り　下端ヘラ削り　内面ヘラナデ

普通にぶい黄橙
長石・石英・
小礫

［５．０］２２．９［１４．３］甕土師器４１０

９０％ ＰＬ２１
内・外面煤付着

床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ハケ目後ヘラ
削り　下端ヘラ削り　内面ヘラナデ　輪積痕

普通にぶい黄橙
長石・石英・
雲母

４．５１６．８１３．５小形甕土師器４１１

１００％ ＰＬ１８床面
口辺部内・外面横ナデ　体部内・外面ナ
デ　下端ヘラ削り　指頭圧痕　輪積痕

普通にぶい黄橙
長石・石英・
赤色粒子

２．４４．９９．１手捏土器土師器４１２

第７０号住居跡出土遺物観察表（第４９図）
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第５０図　第７２号住居跡・出土遺物実測図

第７２号住居跡出土遺物観察表（第５０図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％ ＰＬ１９覆土中層
口辺部内・外面横ナデ　頸部内・外面ハケ目 
体部外面ヘラ削リ　内面ヘラナデ　輪積痕

普通にぶい黄褐
長石・石英・
赤色粒子

４．２１１．６９．６坩土師器４１３
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第５１図　第７３号住居跡実測図（１）

　第７３号住居跡（第５１～５３図）

位置　調査区南東部のＣ６ｆ１区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。
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第５２図　第７３号住居跡実測図（２）

規模と形状　長軸５．４０�，短軸４．８８�の長方形で，主軸方向はＮ－２１゚－Ｗである。壁高は３０～３３�で，外傾し

て立ち上がっている。

床　平坦で，中央部から壁際まで踏み固められている。壁下には，幅６～１０�，深さ８～１０�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。南西コーナー部にある貯蔵穴からＰ３にかけて床面の高まりが確認された。

炉　中央部北側に位置している。長径８６�，短径６６�の楕円形で，床面をやや掘りくぼめた炉である。火床面

は３層上面であり，皿状を呈し，赤変している。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３６～５２�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ８�で，南壁際のほぼ中央部に位

置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　４層に分けられる。周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，長径９０�，短径７３�の楕円形で，深さは４８�である。底面は皿状で，壁は

外傾して立ち上がっている。覆土は５層に分けられ，周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片３７１点（坏９３，坩１０，高坏５４，甕類２１４），土製品３２点（土玉７，球状土錘２５）が出土

している。また，混入した縄文土器片１点も出土している。出土土器のほとんどが細片である。ＤＰ１２０は東部

の覆土中層から，ＤＰ１２５は東部，ＤＰ１１５・１２１～１２３・１２６・１２９は南西部，ＤＰ１１６・１１７・１３０は西部のそれぞれ

床面から，ＤＰ１３１～１３３は東部，ＤＰ１１３・１１４・１２４・１２７・１２８は南西部，ＤＰ１３４は西部のそれぞれ壁溝から， 

ＤＰ１１８・１１９・１３５～１４４は貯蔵穴内から出土している。いずれも住居廃絶時に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

３  赤 色 焼土粒子中量
４  にぶい赤褐色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・黒色

粒子微量

３  褐 色 炭化粒子・黒色粒子中量，ロームブロック少量
４  極 暗 褐 色 ローム粒子少量

貯蔵穴土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

４  暗 褐 色 ロームブロック中量
５  褐 色 ローム粒子中量
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第５３図　第７３号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材質・胎土重量孔径厚さ径器種番号

 ＰＬ２６壁溝内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英５．８
０．４～
 ０．５

２．０１．８土玉ＤＰ１１３

 ＰＬ２６壁溝内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英６．００．５２．０１．８土玉ＤＰ１１４

第７３号住居跡出土遺物観察表（第５３図）
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　第７４号住居跡（第５４～５６図）

位置　調査区南東部のＣ６ｈ２区，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第２９１号土坑を掘り込み，第１号炭焼窯に掘り込まれている。

規模と形状　長軸６．９４�，短軸６．３２�の方形で，主軸方向はＮ－３０゚－Ｗである。壁高は２５～４０�で，外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，中央部から北東部が踏み固められている。壁下には，幅１０～２０�，深さ６～１４�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材質・胎土重量孔径厚さ径器種番号

ＰＬ２６床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英６．３０．５２．０１．９土玉ＤＰ１１５

ＰＬ２６床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英６．８０．４２．１１．９土玉ＤＰ１１６

ＰＬ２６床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英６．１０．５１．９１．９土玉ＤＰ１１７

ＰＬ２６貯蔵穴内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英５．７０．４１．９１．８土玉ＤＰ１１８

ＰＬ２６貯蔵穴内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英５．００．５１．９１．８土玉ＤＰ１１９

ＰＬ２６覆土中層ナデ　端部ヘラ削り　一方向からの穿孔長石・石英８．６０．５２．０２．０球状土錘ＤＰ１２０

ＰＬ２６床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英８．９０．４２．２
２．０～
 ２．３

球状土錘ＤＰ１２１

ＰＬ２６床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英９．４０．５２．２２．０球状土錘ＤＰ１２２

ＰＬ２６床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英８．８０．５２．０２．１球状土錘ＤＰ１２３

ＰＬ２６壁溝内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英７．６０．５２．０
１．９～
 ２．１

球状土錘ＤＰ１２４

ＰＬ２６床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英８．５０．５２．１２．０球状土錘ＤＰ１２５

ＰＬ２６床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英８．４０．６２．１２．０球状土錘ＤＰ１２６

ＰＬ２６壁溝内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英９．１０．５２．１２．２球状土錘ＤＰ１２７

ＰＬ２６壁溝内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英９．１０．５２．１２．１球状土錘ＤＰ１２８

ＰＬ２６床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英９．５０．５２．２２．１球状土錘ＤＰ１２９

ＰＬ２６床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英１１．２０．５２．３２．３球状土錘ＤＰ１３０

ＰＬ２６壁溝内ナデ　端部ヘラ削り　一方向からの穿孔長石・石英１０．６０．５２．２２．２球状土錘ＤＰ１３１

ＰＬ２６壁溝内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英８．９０．５２．２
２．０～
 ２．２

球状土錘ＤＰ１３２

ＰＬ２６壁溝内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英１０．００．６２．１２．１球状土錘ＤＰ１３３

ＰＬ２６壁溝内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英７．３０．５２．０２．０球状土錘ＤＰ１３４

ＰＬ２６貯蔵穴内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英９．８０．５２．１２．２球状土錘ＤＰ１３５

ＰＬ２６貯蔵穴内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英８．２０．４２．２２．２球状土錘ＤＰ１３６

ＰＬ２６貯蔵穴内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英（７．７）０．４２．０（２．０）球状土錘ＤＰ１３７

ＰＬ２６貯蔵穴内ナデ　端部ヘラ削り　一方向からの穿孔長石・石英１１．５０．５２．３２．２球状土錘ＤＰ１３８

ＰＬ２６貯蔵穴内ナデ　端部ヘラ削り　一方向からの穿孔長石・石英１０．８０．５２．３２．３球状土錘ＤＰ１３９

ＰＬ２６貯蔵穴内ナデ　端部ヘラ削り　一方向からの穿孔長石・石英８．３
０．５～
 ０．６

２．０２．１球状土錘ＤＰ１４０

ＰＬ２６貯蔵穴内ナデ　端部ヘラ削り　一方向からの穿孔長石・石英８．３
０．５～
 ０．６

２．２
２．１～
 ２．２

球状土錘ＤＰ１４１

ＰＬ２６貯蔵穴内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英６．７
０．５～
 ０．７

１．９
１．９～
 ２．１

球状土錘ＤＰ１４２

ＰＬ２６貯蔵穴内ナデ　一方向からの穿孔長石・石英（４．１）－２．１（１．４）球状土錘ＤＰ１４３

ＰＬ２６貯蔵穴内ナデ　端部ヘラ削り　一方向からの穿孔長石・石英９．１０．６２．２２．２球状土錘ＤＰ１４４
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竈　北壁中央部に付設されている。第１号炭焼窯によって中央部から竈左袖部にかけて削平されており，確認

された規模は，焚口部から煙道部まで１１０�，袖部幅１３２�である。袖部と火床部は砂質粘土混じりの土を主体

とする第８～１２層で形成されており，内側は火を受け赤変している。火床部は床面を１０�ほど掘りくぼめて使

用しており，火床面は火を受け赤変している。煙道部は壁外に２０�ほど掘り込まれ，火床面から外傾して立ち

上がっている。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３４～６０�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ１４�で，南壁際の中央部に位置し

ていることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　８層に分けられる。周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，長軸１３８�，短軸８８�の長方形で，深さは５４�である。底面は平坦で，壁

は外傾して立ち上がっている。上位に棚状の部分を確認した。覆土は４層に分けられ，周囲からの流入による

堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片５２５点（坏７４，高坏１４，甕類４３７），土製品３点（球状土錘２，支脚１），石製品１点

（紡錘車），鉄滓１点が出土している。ＤＰ１４５・Ｍ１は覆土中，４１４は北壁際，４１５・ＤＰ１４６は東部，Ｑ３３７は中央

部の床面，ＤＰ１４７は竈火床面からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
２  褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
４  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
５  にぶい赤褐色 焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
６  にぶい赤褐色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
７  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒

子・炭化粒子微量

８  暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
９  にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒

子微量
１０  暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
１１  にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
１２  暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

６  暗 褐 色 ローム粒子少量
７  暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロッ

ク・炭化粒子微量
８  極 暗 褐 色 ローム粒子微量

貯蔵穴土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４  褐 色 ローム粒子中量
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

８０％ ＰＬ１７床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り

普通黒褐
長石・石英・雲
母・赤色粒子

－４．５１４．３坏土師器４１４

７０％ ＰＬ１７床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り

普通黒
長石・石英・雲
母・赤色粒子

－５．０１２．７坏土師器４１５

第７４号住居跡出土遺物観察表（第５６図）

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材質・胎土重量孔径厚さ径器種番号

 ＰＬ２５覆土中ナデ　一方向からの穿孔長石・石英８．７０．６２．１２．１球状土錘ＤＰ１４５

 ＰＬ２５床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英１２．００．６２．４２．３球状土錘ＤＰ１４６

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材質・胎土重量最大径最小径高さ器種番号

 ＰＬ２４竈火床面ナデ　指頭痕　被熱痕有り　
長石・石英・黒色
粒子・赤色粒子

（４３７）（６．２）２．８１４．５支脚ＤＰ１４７

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材　　質重量孔径厚さ径器種番号

 ＰＬ２７床面上・下面欠損滑石（４．１）０．７（０．６）３．９紡錘車Ｑ３３７

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ２７覆土中炭化材付着鉄１１．５１．６２．１３．８鉄滓Ｍ１
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　第７５号住居跡（第５７・５８図）

位置　調査区東部のＢ６ｇ１区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　中央部から東部は調査区域外であり，南北軸４．３２�，東西軸は３．２４�だけが確認された。遺存す

る西壁から，主軸方向Ｎ－２２゚－Ｗの方形または長方形と推定される。壁高は２２～３５�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床　ほぼ平坦である。

炉　中央部に位置している。東部は調査区域外であり，南北径３６�，東西径は４６�だけが確認された。床面を

掘りくぼめた炉で，火床面は皿状を呈し，赤変している。

ピット　深さ７�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　９層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

炉土層解説
１  にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

　　
２  明 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色粒子微量
４  極 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子微量
５  褐 色 ローム粒子中量

６  褐 色 ローム粒子多量
７  褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子微量
８  赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，黒色粒子微量
９  暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子微量
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遺物出土状況　土師器片１７点（坏３，椀２，高坏２，甕類１０）が出土している。４１６・４１８は西部，４１７は北部の

覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

416
417 418

第５８図　第７５号住居跡出土遺物実測図

　第７６号住居跡（第５９図）

位置　調査区北西部のＡ４ｊ７区，標高２３．７�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸３．３１�，短軸２．８６�の長方形で，主軸方向はＮ－７９゚－Ｗである。壁高は１０～１５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床　平坦である。

炉　２か所。炉１は東部，炉２は中央部やや西側に位置している。炉１は，長径３９�，短径３５�，炉２は，長

径３５�，短径２８�のいずれも楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた炉である。火床面は皿状を呈し，赤変し

ている。

覆土　２層に分けられる。周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片１１０点（坏１６，高坏９，甕類８５）が出土している。土器のほとんどが細片である。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
３  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量

４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５  暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量，炭化粒子微量 ２  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・黒色粒子微量

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％ ＰＬ１７覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り　
内面ヘラ磨き　底部に焼成前の十字状の圧痕

普通明赤褐
長石・石英・
雲母

－５．２１３．３坏土師器４１６

１００％ ＰＬ１６覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り　内
面ヘラ磨き　底部多方向のヘラ削り　底部から
体部に焼成前の多方向の圧痕

普通にぶい橙
長石・石英・
雲母

４．５６．０１２．０椀土師器４１７

９５％ ＰＬ１６覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　底部に焼成前の一方向の圧痕　

普通明赤褐長石・石英３．４５．６１４．６椀土師器４１８

第７５号住居跡出土遺物観察表（第５８図）
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　第７７号住居跡（第６０～６２図）

位置　調査区北西部のＢ４ａ５区，標高２３．７�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸７．７６�，短軸７．５６�の方形で，主軸方向はＮ－３７゚－Ｗである。壁高は２５～３８�で，ほぼ直立

している。

床　ほぼ平坦で，中央部から壁際まで踏み固められている。壁下には，幅１０～１４�，深さ８～１４�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。北コーナー部に高さ８�ほどの棚状の高まりを確認した。また，床面に炭化

材と焼土塊を検出した。

炉　２か所。炉２は中央部北西寄りに，炉１はさらに北寄りに位置している。炉１は長径６２�，短径４８�の不

定形，炉２は北部を炉１に掘り込まれており，南北径は５５�，東西径５２�のみを確認した。いずれも床面をわ

ずかに掘りくぼめた炉であり，火床面は皿状を呈し，赤変している。炉１が炉２を掘り返していることや焼土

の色などから，炉２から炉１へ作り替えられたものと推定される。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５２～５７�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ２１�で，南東壁際の中央部に位置

していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７は深さ１５・６９�で，性格は不明である。

焼土塊土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

炉土層解説
１  明 赤 褐 色 焼土粒子多量
２  暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化物微量

３  極暗赤褐色 焼土粒子少量
４  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
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下河原崎谷中台遺跡
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第６１図　第７７号住居跡実測図（２）

覆土　９層に分けられる。周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

貯蔵穴　東部壁寄りに位置し，長軸７５�，短軸６８�の長方形で，深さは６６�である。底面は平坦で，壁はほぼ

直立している。覆土は３層に分けられ，周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片２９７点（坏８１，椀１０，坩２１，高坏２１，壺１，甕類１６３），須恵器片２点（�，甕），石製

品２点（双孔円板，石製模造品）が出土している。また，混入した縄文土器片２点，石鏃１点も出土している。

４２２・Ｑ３３８は南東部，４２３は中央部，４２０は南西壁際と南東壁際から出土した細片が，４２１は北西壁際と南壁際か

ら出土した細片がそれぞれ接合したもので，いずれも覆土下層から，４１９は北西部壁際，Ｑ３３９は南西部の床面か

らそれぞれ出土している。焼土や炭化材と伴出していることから，住居の廃絶時に廃棄したものと考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子中量，焼土粒子・炭化粒子

微量
３  にぶい褐色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
４  暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ロームブロック・黒色

粒子少量

５  褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
６  暗 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
７  にぶい褐色 ロームブロック中量
８  褐 色 ローム粒子中量
９  暗 褐 色 ロームブロック少量

貯蔵穴土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  黒 色 ロームブロック少量

３  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
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所見　床面で検出された炭化材や焼土塊から，焼失家屋と考えられる。時期は，出土土器から５世紀中葉と考

えられる。
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第６２図　第７７号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％ ＰＬ１６床面口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り普通赤褐長石・石英・雲母－６．０１１．９椀土師器４１９

５０％ ＰＬ１６覆土下層口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り普通にぶい橙長石・石英６．５５．５１４．２椀土師器４２０

１００％ ＰＬ２０覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　坏部内・外面ハケ目　
脚部内・外面ヘラ削り　裾部外面ハケ目　内面
ナデ

普通赤褐
長石・石英・雲
母・赤色粒子

１３．２１３．９１７．９高坏土師器４２１

８０％
外面煤付着

覆土下層
頸部から体部外面ヘラ削り　内面ヘラ
ナデ　輪積痕

普通赤
長石・石英・
雲母

６．３（１２．５）－壺土師器４２２

３０％　ＰＬ１８
自然釉

覆土下層頸部櫛歯状工具による波状文普通黄灰長石－（６．５）－�須恵器４２３

第７７号住居跡出土遺物観察表（第６２図）

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ２７覆土下層一部欠損　両面研磨　一方向からの穿孔　滑石（６．２）０．４２（３．７）（２．５）双孔円板Ｑ３３８

 ＰＬ２７床面剣形　両面研磨　一方向からの穿孔　孔径０．２�滑石７．５０．５０．６５．３石製
模造品Ｑ３３９



－　　－77

下河原崎谷中台遺跡

　第７８号住居跡（第６３・６４図）

位置　調査区北西部のＢ４ｅ６区，標高２３．７�の平坦な台地上に位置している。
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第６３図　第７８号住居跡実測図
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規模と形状　長軸５．３６�，短軸３．８２�の長方形で，主軸方向はＮ－６８゚－Ｅである。壁高は４２～５４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床　平坦で，中央部から壁際まで踏み固められている。壁下には，幅５～１０�，深さ６～１１�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。南東コーナー部に位置する貯蔵穴と炉の間に高まりを確認した。

炉　２か所。炉１は中央部，炉２は中央部東壁寄りに位置している。炉１は長径５３�，短径４２�，炉２は長径

９５�，短径７４�のいずれも楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた形状が確認されたが，掘り込みは非常に浅

く，薄く焼土が広がった範囲のみを確認した。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４・Ｐ６・Ｐ７は深さ１０～１９�で主柱穴である。Ｐ５は深さ８�で，南壁際の中央

部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　５層に分けられる。第１・２層は，周囲からの流入による自然堆積層で，第３層以下は人為堆積である。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径８４�，短径７０�の楕円形で，深さは４２�である。底面は平坦で，壁は

外傾して立ち上がっている。覆土は３層に分けられ，周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片１４６点（坏２９，椀４，坩２，高坏９，甕類１０２）が出土している。また，混入した縄文

土器片２点，石器１点（剥片）も出土している。４２４は北壁際，４２５は南壁際，４２６は南東コーナー部の床面から

それぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子少量，炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・黒色粒子微量
３  褐 色 ロームブロック少量

４  暗 褐 色 ローム粒子中量
５  褐 色 ローム粒子中量

貯蔵穴土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子中量，炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子微量

３  褐 色 ロームブロック中量

424 425

426

第６４図　第７８号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９５％ ＰＬ１８床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　底部多方向のヘラ削り

普通橙
長石・石英・雲
母・赤色粒子

６．１６．０１４．９椀土師器４２４

９０％ ＰＬ１６床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面ヘラナデ

普通にぶい黄橙
長石・石英・雲
母・赤色粒子

６．３５．８１４．５椀土師器４２５

４０％床面
脚部外面ヘラ磨き　内面ヘラによる擦
痕　裾部外面ヘラ磨き

普通にぶい橙
長石・石英・雲
母・赤色粒子

１２．８（８．６）－高坏土師器４２６

第７８号住居跡出土遺物観察表（第６４図）
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下河原崎谷中台遺跡

　第７９号住居跡（第６５～６８図）

位置　調査区南西部のＣ５ｇ１区，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。
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第６５図　第７９号住居跡実測図（１）
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第６６図　第７９号住居跡実測図（２）

規模と形状　長軸９．９４�，短軸９．９２�の方形で，主軸方向はＮ－２９゚－Ｗである。壁高は４３～５１�で，外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，西部と北東部を除いて壁際まで踏み固められている。壁下には，幅１３～１５�，深さ１０～１４�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，床面に炭化材と焼土塊を検出した。

炉　中央部北寄りに位置している。長径１２４�，短径３４�の不定形で，床面をわずかに掘りくぼめた炉である。

火床面は第３・４層上面であり，皿状を呈し，赤変している。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ６は深さ１９～６７�で，主柱穴である。Ｐ７は深さ１１�で，南壁際の中央部に位置し

ていることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉土層解説
１  黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
２  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

３  赤 色 焼土粒子多量
４  にぶい赤褐色 焼土粒子少量

ピット土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
２  褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子微量
３  明 褐 色 ローム粒子中量
４  褐 色 ローム粒子少量

５  暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・黒色
粒子微量

６  褐 色 ロームブロック中量
７  褐 色 ローム粒子中量
８  褐 色 ロームブロック少量
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下河原崎谷中台遺跡
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第６７図　第７９号住居跡出土遺物実測図（１）
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覆土　９層に分けられる。周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，一辺が１２８�ほどの方形で，深さは８０�である。底面はほぼ平坦で，壁は外傾

して立ち上がっている。覆土は６層に分けられ，第１～３層は，周囲からの流入による自然堆積層で，第４層

以下は人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片１，３６５点（坏４１１，椀４，坩８２，高坏５６，甕類８１２），須恵器片６点（坏５，�１），土製

品３点（土玉１，球状土錘２），石器２点（砥石，磨石），石製品２点（双孔円板）が出土している。また，混

入した縄文土器片１２点も出土している。４２８・４２９・Ｑ３４１は西部，ＤＰ１４８・Ｑ３４３は北部，４３１・Ｑ３４２は南西部，

ＤＰ１４９・ＤＰ１５０・Ｑ３４０は南部の床面から，４２７は貯蔵穴内の覆土中層，４３０は貯蔵穴の底面からそれぞれ出土し

ている。

所見　床面で検出された炭化材や焼土塊から，焼失家屋と考えられる。当遺跡の中で，規模は最大である。時

期は，出土土器から５世紀後葉と考えられる。

土層解説
１  褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・黒色粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子中量
３  明 褐 色 ロームブロック・黒色粒子中量
４  暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子微量
５  暗 褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子少量

６  暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子・黒色粒子微量
７  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，黒色粒子少量，炭化

粒子微量
８  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
９  暗 褐 色 ローム粒子少量

焼土塊土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
２  黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
３  暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

４  暗 褐 色 ロームブロック少量
５  黒 褐 色 炭化材少量，ロームブロック・焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
３  黒 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

４  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
６  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

Q341
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第６８図　第７９号住居跡出土遺物実測図（２）
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下河原崎谷中台遺跡

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％ ＰＬ１８貯蔵穴内口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り普通赤長石・石英・雲母４．０６．３１４．６椀土師器４２７

８０％床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面ヘラ削り後ナデ

普通にぶい橙
長石・石英・
赤色粒子

３．７６．８１５．５椀土師器４２８

４０％ ＰＬ２０床面
脚部外面ヘラ削り後ナデ　径０．３�の刺突
２か所　内面指頭擦痕　裾部内・外面ナデ

普通にぶい赤褐
長石・石英・雲
母・赤色粒子

１２．０（６．５）－高坏土師器４２９

８０％ ＰＬ２２貯蔵穴内
口辺部内・外面横ナデ　頸部から体部
外面ヘラ削り　内面ヘラナデ

普通橙
長石・石英・雲母・
赤色粒子・黒色粒子

－（２８．３）１６．５壺土師器４３０

２０％　ＰＬ１８
自然釉

床面頸部８本の櫛歯状工具による波状文良好黄灰長石－（４．２）９．６�須恵器４３１

第７９号住居跡出土遺物観察表（第６７・６８図）

　第８０号住居跡（第６９～７１図）

位置　調査区西部のＢ４ｊ８区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　一辺が７．５５�の方形で，主軸方向はＮ－５５゚－Ｗである。壁高は２０～２８�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床　ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。壁下には，幅１２～１８�，深さ６～１２�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。南コーナー部に位置する貯蔵穴を囲むように高さ８�で長方形の高まりを確認した。ま

た，床面に炭化材と焼土塊を検出した。

炉　３か所。炉１は中央部やや西寄りに，炉２はその西側に，炉３はその北側に位置している。炉１は，長径

７０�，短径４８�，炉２は東部を炉１に掘り込まれており，南北径５０�，東西径は３８�のみが確認された。炉３

は，長径５５�，短径３５�である。いずれも床面をわずかに掘りくぼめた炉である。火床面は炉１が９層上面，

炉２・３が７層上面である。火床面は皿状を呈し，赤変している。炉１が炉２を掘り込んでいることや土層断

面などから，炉３から炉２，そして炉１へ作り替えられたものと推定される。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６０～７２�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ１６�で，南東壁際の中央部に位置

していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２  にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
３  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
４  黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック少量
５  暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

６  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
７  赤 褐 色 焼土粒子多量
８  暗 赤 褐 色 焼土粒子中量
９  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材質・胎土重量孔径厚さ径器種番号

 ＰＬ２５床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英３．２
０．２～
 ０．３

１．４
１．５～
 １．７

土玉ＤＰ１４８

 ＰＬ２５床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英９．９
０．４５～
 ０．５０

２．１２．２球状土錘ＤＰ１４９

 ＰＬ２５床面ナデ　一方向からの穿孔長石・石英（５．４）
（０．３～
 ０．４）

２．１（２．５）球状土錘ＤＰ１５０

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ２４床面砥面３面　他は破断面砂岩（４１０．０）３．０（９．１）（１１．７）砥石Ｑ３４０

床面下部欠損　前面・側面・上端に敲打痕安山岩（４７０．０）５．３７．４（９．３）磨石Ｑ３４１

 ＰＬ２７床面両面研磨　一方向からの穿孔　孔径０．３�滑石３．７２０．３３．４１．８双孔円板Ｑ３４２

 ＰＬ２７床面一部欠損　孔径０．３�滑石（４．７２）（０．５）（３．７）（３．１）双孔円板Ｑ３４３
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下河原崎谷中台遺跡
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第７０図　第８０号住居跡実測図（２）

覆土　８層に分けられる。周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長径７８�，短径６６�の楕円形で，深さは５２�である。底面は皿状で，壁はほ

ぼ直立している。覆土は７層に分けられ，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片２８８点（坏１１，椀２１，坩２３，高坏７６，甕類１５７）が出土している。また，混入した縄文

土器片４点も出土している。４３２は北壁際の覆土中層から，４３４は南部の覆土下層，４３３・４３５は南部壁際の高ま

りのある床面からそれぞれ出土している。

所見　床面で検出された炭化材や焼土塊から，焼失家屋と考えられる。出土した炭化材を加速器質量分析法に

よる放射性炭素年代測定を実施した結果，暦年較正用年代１，７６４±３３（ＡＤ３６５～３８１）という年代値が測定され

た。時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられるが，分析結果とは時間差がある。

土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量
２  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

５  褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
６  明 褐 色 ローム粒子中量
７  暗 褐 色 ローム粒子少量
８  暗 褐 色 ロームブロック少量

焼土塊土層解説
１  灰 白 色 粘土ブロック多量，ローム粒子微量
２  灰 白 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量
３  にぶい赤褐色 焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子中量，

炭化粒子微量
４  明 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，粘土ブロック微量
５  極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６  褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７  極暗赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
８  黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

９  明 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
１０  明 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１  明 褐 色 ローム粒子中量
１２  極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子

微量
１３  極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１４  赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
１５  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１６  褐 色 ロームブロック中量
１７  極 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  明 褐 色 ロームブロック中量
４  極暗赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

５  明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量
６  黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
７  黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
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第７１図　第８０号住居跡出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９５％ ＰＬ１９覆土中層
口辺部から頸部内・外面横ナデ　体部
外面ヘラ削り後ナデ　内面ヘラナデ

普通橙
長石・石英・雲
母・赤色粒子

３．０１０．４８．７坩土師器４３２

８５％ ＰＬ２０
内・外面煤付着

床面
口辺部内・外面横ナデ　脚部外面ヘラ
削り後ナデ　内面指頭擦痕　輪積痕

普通にぶい黄橙
長石・石英・
雲母

１６．９１７．９１８．６高坏土師器４３３

４５％ ＰＬ２０覆土下層
脚部外面ヘラ磨き　内面上位指頭擦痕 
輪積痕　１．０�の透し孔１か所

普通橙
長石・石英・
赤色粒子

１４．６（１１．０）－高坏土師器４３４

５０％
内・外面煤付着

床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り後ヘラ磨き　内面ヘラナデ

普通にぶい黄橙長石・石英７．４２７．２１８．８甕土師器４３５

第８０号住居跡出土遺物観察表（第７１図）
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　第８１号住居跡（第７２・７３図）

位置　調査区南西部のＣ４ｄ８区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。
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重複関係　第８２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸５．８８�，短軸５．３２�の長方形で，主軸方向はＮ－２８゚－Ｗである。壁高は４６～５０�で，ほぼ直

立している。

床　平坦で，中央部から西部が踏み固められている。壁下には，幅１１～１５�，深さ７～９�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が部分的に確認されている。

436 437

DP151

438

第７３図　第８１号住居跡出土遺物実測図
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下河原崎谷中台遺跡

竈　北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３４�，袖部幅１６５�である。袖部は砂質粘

土混じりの土を主体とする第８層で構築されている。火床部は床面を１０�ほど掘りくぼめて使用しており，火

床面は火を受けて赤変している。煙道部は壁外に２８�ほど掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ５６・７８�で，主柱穴である。Ｐ３は深さ１０�で，南壁際の中央部に位置し

ていることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　５層に分けられる。周囲からの流入による堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片３２７点（坏４３，坩１２，高坏８，甕類２６４），土製品１点（支脚）が出土している。４３６は

南部，４３７は西部の覆土中層から，４３８は北部，ＤＰ１５１は竈前面の床面からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１  極暗赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量
２  黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
３  にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
５  暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

６  赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
７  暗 赤 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８  暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

ピット土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ローム粒子少量

４  褐 色 ローム粒子中量
５  褐 色 ロームブロック少量
６  褐 色 ローム粒子多量

土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・黒色粒子

微量

３  褐 色 ローム粒子少量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量
５  褐 色 ローム粒子中量

　第８２号住居跡（第７４～７６図）

位置　調査区南西部のＣ４ｅ７区，標高２３．５�の台地上の平坦部に位置している。

重複関係　第８１号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸５．８６�，短軸５．１０�の長方形で，主軸方向はＮ－１８゚－Ｗである。壁高は２０～２６�で，外傾し

て立ち上がっている。東部が第８１号住居に掘り込まれている。

床　ほぼ平坦で，残存部分の中央部から各壁近くまで踏み固められている。

炉　２か所。炉１は中央部，炉２は南西壁寄りに位置している。炉１は，長径７８�，短径５２�，炉２は，長径

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１００％ ＰＬ１７覆土中層
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　内面ヘラナデ

普通にぶい黄褐長石・石英－４．９１０．６坏土師器４３６

９５％ ＰＬ１７覆土中層
口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ
削り　底部に焼成前の多方向の圧痕

普通にぶい黄橙
長石・石英・
赤色粒子

－４．９１１．６坏土師器４３７

５０％　
外面煤付着

床面
口辺部内・外面横ナデ　体部外面下部ヘ
ラ磨き　下端ヘラ削り　内面ヘラナデ

普通灰褐黄
長石・石英・
雲母

８．６３４．５［２０．８］甕土師器４３８

第８１号住居跡出土遺物観察表（第７３図）

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材質・胎土重量最大径最小径高さ器種番号

 ＰＬ２４床面ナデ　指頭痕　被熱痕有り　長石・石英（４４５．０）（６．５）４．６（１４．１）支脚ＤＰ１５１
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第７６図　第８２号住居跡出土遺物実測図

第７５図　第８２号住居跡実測図（２）

６５�，短径５５�のいずれも不定形で，床面をわずかに掘りくぼめた炉である。火床面は炉１・２とも４層上面

であり，いずれも皿状を呈し，赤変している。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１５～２７�で，主柱穴である。Ｐ５は深さ２１�で，南東壁際のほぼ中央部に

位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　６層に分けられる。ロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長軸１０３�，短軸８８�の長方形で，深さは６０�である。底面はほぼ平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。覆土は５層に分けられ，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

炉１・２土層解説
１  黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック少量
２  極暗赤褐色 焼土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
３  極暗赤褐色 ロームブロック・炭化物少量

４  赤 色 焼土粒子多量
５  赤 褐 色 焼土ブロック中量，黒色粒子少量
６  にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

土層解説
１  極 暗 褐 色 黒色粒子少量，ロームブロック・炭化粒子少量
２  暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
３  暗 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子少量

４  褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子微量
５  極 暗 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子少量
６  褐 色 ロームブロック中量

貯蔵穴土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・黒色粒子微量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子少量
３  暗 褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子微量

４  暗 褐 色 ローム粒子少量
５  褐 色 ロームブロック中量
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遺物出土状況　土師器片１３２点（坏８，坩９，高坏８，甕類１０７），石器１点（磨石），石製品１点（臼玉）が出

土している。また，混入した縄文土器片７点も出土している。４３９・Ｑ３４５は南部，Ｑ３４４は北部の床面からそ

れぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀後葉と考えられる。

　（２）土坑

　第２３７号土坑（第７７・７８図）

位置　調査区南西部のＣ５ｅ３区，標高２３．７�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　撹乱によって北部が壊されており，南北軸は０．６８�，東西軸は１．０８�の不定形と推定される。深

さは２０�で，長軸方向はＮ－７５°－Ｗである。底面は皿状で，壁は緩斜して立ち上がっている。

覆土　２層からなり，周囲からの流入による堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片６６点（坏５８，高坏７，壺１），須恵器１点（�），石製品１２点（臼玉９，双孔円板２，

石製模造品１）が出土している。Ｑ３５５は覆土上層から，４４３は覆土中層から，４４２は中にＱ３４６～Ｑ３５４が入っ

た状態で覆土下層から出土しており，埋納されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量 ２  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

A

A

B

B
Q355

442

443

Q346~354

C5e4

-E1m,S1m
A BBA

23.8m
1 2

442 443

Q346~354 Q355

第７７図　第２３７号土坑実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

７０％床面
口辺部内・外面横ナデ　坏部から脚部
外面ヘラ削り後ナデ

普通赤褐
長石・石英・
小礫

９．８９．４１２．７高坏土師器４３９

第８２号住居跡出土遺物観察表（第７６図）

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

 ＰＬ２４床面両端に敲打痕石英４２３．０５．５６．７８．４磨石Ｑ３４４

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量孔径厚さ径器種番号

床面円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．０７０．２１０．１６０．４７臼玉Ｑ３４５
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Q356

Q346 Q347 Q348 Q349 Q350 Q351 Q352 Q353 Q354

Q355

442

443

第７８図　第２３７号土坑出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

８０％覆土下層
体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　
輪積痕

普通赤褐
長石・石英・雲
母・赤色粒子

５．０（１２．５）－壺土師器４４２

覆土中層体部中位一条の沈線良好灰長石・黒色粒子－（２．３）－�須恵器４４３

第２３７号土坑出土遺物観察表（第７８図）

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量孔径厚さ径器種番号

 ＰＬ２７覆土下層円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．１８０．２００．３００．６０臼玉Ｑ３４６

 ＰＬ２７覆土下層一部欠損　円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．１５０．２００．３０
０．５５～
 ０．６０

臼玉Ｑ３４７

 ＰＬ２７覆土下層円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．１７０．２００．４５
０．５５～
 ０．６０

臼玉Ｑ３４８

 ＰＬ２７覆土下層円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．１２０．１５０．３０
０．５０～
 ０．５５

臼玉Ｑ３４９

 ＰＬ２７覆土下層一部欠損　円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．０８０．２００．２５０．５０臼玉Ｑ３５０
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　第２５０号土坑（第７９図）

位置　調査区南部のＣ５ｉ５区，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第６９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径１．１０�，短径１．００�の楕円形で，長径方向はＮ－４８°－Ｅである。深さは７０�で，底面は皿状

で，壁は直立している。

覆土　５層からなり，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

４  暗 褐 色 ローム粒子少量
５  褐 色 ロームブロック微量

446

444

445
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第７９図　第２５０号土坑・出土遺物実測図

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量孔径厚さ径器種番号

ＰＬ２７覆土下層一部欠損　円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．０７０．１００．２５
０．４５～
 ０．５０

臼玉Ｑ３５１

ＰＬ２７覆土下層円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．０４０．２００．２５
０．４０～
 ０．４５

臼玉Ｑ３５２

ＰＬ２７覆土下層円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．０６０．２５０．２５
０．４０～
 ０．４５

臼玉Ｑ３５３

ＰＬ２７覆土下層円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔滑石０．０６０．２５０．３００．４５臼玉Ｑ３５４

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２７覆土上層一部欠損　全面研磨　一方向からの穿孔　孔径０．２�滑石２．８６０．３６２．１２．４５双孔円板Ｑ３５５

ＰＬ２７覆土中層
剣形　一部欠損　両面研磨　一方向からの穿孔　
孔径０．２�

滑石（９．３）６．０２．４（５．０）
石製
模造品

Ｑ３５６
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遺物出土状況　土師器片１０７点（坏１０，高坏１，甕類９６）が出土している。また，混入した縄文土器片２点も

出土している。４４４は覆土中から，４４５・４４６は覆土下層からそれぞれ出土している。いずれも細片であり廃棄

されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

A

B
B

A

B4j6-E1m

BB

AA 23.8m

1
2

3

447

第８０図　第２６６号土坑・出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

覆土中脚部外面ヘラ削り　内面ヘラによる擦痕普通橙長石・石英・雲母－（４．３）－高坏土師器４４４

覆土下層口辺部内・外面横ナデ普通赤褐色長石・石英－（４．３）［１６．４］甕土師器４４５

覆土下層体部下端ヘラ削り普通橙長石・石英・雲母９．６（２．１）－甕土師器４４６

第２５０号土坑出土遺物観察表（第７９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

覆土中脚部内面ヘラ削り普通明赤褐
長石・石英・雲
母・赤色粒子

－（４．０）－高坏土師器４４７

第２６６号土坑出土遺物観察表（第８０図）

　第２６６号土坑（第８０図）

位置　調査区西部のＢ４ｊ６区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径１．２８�，短径１．０４�の楕円形で，長径方向はＮ－４０°－Ｗである。深さは３４�で，底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層からなり，周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片２点（高坏，甕）が出土している。４４７は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

土層解説
１  極 暗 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子少量，炭化粒子微量

３  褐 色 ロームブロック中量



－　　－96

　第２９０号土坑（第８１図）

位置　調査区南西部のＣ４ｃ７区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径２．３６�，短径０．８８�の楕円形で，長径方向はＮ－３１°－Ｗである。深さは２４�で，底面は凹凸

で，壁は緩斜して立ち上がっている。

覆土　２層からなり，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片５７点（高坏４，甕類５３），石製品１点（双孔円板）が出土している。４４８・Ｑ３５７は覆

土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２  暗 褐 色 ロームブロック少量
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第８１図　第２９０号土坑・出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２０％覆土下層
口辺部内・外面横ナデ　頸部から体部
外面ヘラ削り　体部内面ヘラ削り

普通橙
長石・石英・雲
母・赤色粒子

－（８．１）１６．８甕土師器４４８

第２９０号土坑出土遺物観察表（第８１図）

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土下層一部欠損　全面研磨　一方向からの穿孔　孔径０．２�滑石（１．４）０．４（１．９）（１．８）双孔円板Ｑ３５７
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　第２９１号土坑（第８２図）

位置　調査区南東部のＣ６ｈ２区，標高２２．９�の平坦な台地上，第７４号住居床面のほぼ中央部に位置している。

重複関係　第７４号住居，第１号炭焼窯に掘り込まれている。

規模と形状　長径２．０５�，短径１．９４�の円形で，長径方向はＮ－０°である。深さは２６�で，底面は平坦で，

壁は緩斜して立ち上がっている。

覆土　５層からなり，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片１２点（坏８，甕類４）が出土している。４４９・４５０はそれぞれ底面から出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

土層解説
１  褐 色 ロームブロック少量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
３  極 暗 褐 色 ローム粒子少量

４  褐 色 ローム粒子中量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量
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第８２図　第２９１号土坑・出土遺物実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

外面煤付着底面口辺部内・外面横ナデ普通浅黄橙
長石・石英・赤色
粒子・白色粒子

－（５．３）［１８．０］甕土師器４４９

底面頸部内・外面横ナデ普通明赤褐長石・石英・赤色
粒子－（５．１）－甕土師器４５０

第２９１号土坑出土遺物観察表（第８２図）

表３　竪穴住居跡一覧表　

新旧関係
（旧→新）

備　考
（時期）

出土遺物覆土
内 部 施 設

壁溝床面
壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形主軸方向位置番号
貯蔵穴炉・竈ピット出入口主柱穴

本跡→ＳＫ１９８５世紀前葉
土師器（坏・椀・坩・
高坏・甕類），土製品
（土玉），石製品（臼玉）

自然
人為１炉２１１４全周平坦２５～３０６．６８×６．６２方形Ｎ－２７°－ＷＣ５ｊ８３５

５世紀前葉
土師器（坏・椀・
坩・高坏・甕類）

人為－炉１－

拡張前

－平坦２０～３２６．４０×６．３１方形Ｎ－４２°－ＷＡ４ｊ８５１ １４
拡張後

１４

５世紀中葉土師器（坏・高坏・
甕類）人為１炉１１１４全周平坦３４５．２３×４．０２長方形Ｎ－６°－ＷＣ５ｂ６５３
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新旧関係
（旧→新）

備　考
（時期）

出土遺物覆土
内 部 施 設

壁溝床面
壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形主軸方向位置番号
貯蔵穴炉・竈ピット出入口主柱穴

ＳＩ６６→本跡５世紀中葉
土師器（坏・椀・坩・
高坏・甕類），須恵器
（坏・甕），石製品（勾玉）

人為－炉１１１４全周平坦５２９．４６×９．４６方形Ｎ－２１°－ＷＢ５ｆ６５５

５世紀中葉
土師器（高坏・甕類・
ミニチュア土器），石
製品（臼玉）

人為－炉１１－－－平坦３２～３８３．５２×３．４６方形Ｎ－０°Ｂ５ｇ５５６

５世紀中葉土師器（坏・椀・高坏・
甕類），土製品（炉器台）人為１炉１２１－－平坦１４～２４４．２３×３．００長方形Ｎ－５°－ＷＢ５ｈ３５７

古墳時代土師器（坏）－１－１２４－平坦－（６．８０）×（６．８０）［方形］Ｎ－５°－ＥＢ５ｊ５５８

本跡→ＳＫ２００６世紀後葉
土 師 器（坏・椀・坩・高
坏・甕類），須恵器（甕類），
土製品（支脚），石器（石皿）

自然－竈１－１４全周平坦３２～４０３．８０×３．７２方形Ｎ－１５°－ＥＢ５ｊ０６０

６世紀後葉土師器（坏・高坏・甕類），
石製品（双孔円板）人為－竈１１１４全周平坦４０～４６４．５０×４．３６方形Ｎ－８°－ＷＣ５ｆ６６２

５世紀中葉
土師器（坏・坩・高坏・
甕類），土製品（球状土錘・
炉器台）

自然
人為１炉１３７１－－平坦２６～４２５．０６×５．００方形Ｎ－２０°－ＷＣ５ｉ９６３

本跡→
ＳＫ２０１・２５４

５世紀中葉
土師器（坏・椀・坩・高
坏・甕類），土製品（球
状土錘）

人為－炉１５１４全周平坦５０～６２６．４２×５．８８方形Ｎ－３０°－ＷＣ６ｃ２６４

５世紀中葉
土師器（坏・椀・坩・
高坏・甕類），土製品
（球状土錘）

人為１炉１－１４－平坦２８～４５４．８６×４．６８方形Ｎ－５１°－ＥＣ６ｆ４６５

本跡→ＳＫ２５０５世紀中葉土師器（坏・高坏・
甕類）

自然
人為－炉２－－４－平坦１０～１６３．３０×３．１５方形Ｎ－０°Ｃ５ｉ５６９

本跡→ＳＫ２５１５世紀前葉土師器（坏・椀・坩・
高坏・甕類・手捏土器）自然１炉１－１４－平坦２６～３０４．４２×４．２８方形Ｎ－４°－ＷＣ６ｊ１７０

５世紀前葉土師器（坏・坩・高
坏・甕類）自然－炉１１－－－平坦１６～２５３．１０×２．６５長方形Ｎ－６８°－ＥＣ５ｈ８７２

５世紀中葉
土師器（坏・坩・高
坏・甕類），土製品（土
玉・球状土錘）

自然１炉１－１４全周平坦３０～３３５．４０×４．８８長方形Ｎ－２１°－ＷＣ６ｆ１７３

ＳＫ２９１→
本跡→ＳＹ１

６世紀後葉
土師器（坏・高坏・甕類），
土製品（球状土錘・支脚），
石製品（紡錘車），鉄滓

自然１竈１－１４全周平坦２５～４０６．９４×６．３２方形Ｎ－３０°－ＷＣ６ｈ２７４

５世紀中葉土師器（坏・椀・高
坏・甕類）人為－炉１－１－－平坦２２～３５４．３２×（３．２４）［方形・

長方形］Ｎ－２２°－ＷＢ６ｇ１７５

５世紀中葉土師器（坏・高坏・
甕類）自然－炉２－－－－平坦１０～１５３．３１×２．８６長方形Ｎ－７９°－ＷＡ４ｊ７７６

５世紀中葉
土師器（坏・椀・坩・高坏・
壺・甕類），須恵器（�・甕），
石製品（双孔円板・石製模造品）

自然１炉２２１４全周平坦２５～３８７．７６×７．５６方形Ｎ－３７°－ＷＢ４ａ５７７

５世紀中葉土師器（坏・椀・坩・
高坏・甕類）

自然
人為１炉２－１６全周平坦４２～５４５．３６×３．８２長方形Ｎ－６８°－ＥＢ４ｅ６７８

５世紀後葉
土師器（坏・椀・坩・
高坏・甕類），須恵器
（坏・�），土製品（土玉）

自然１炉１－１６全周平坦４３～５１９．９４×９．９２方形Ｎ－２９°－ＷＣ５ｇ１７９

５世紀前葉土師器（坏・椀・坩・
高坏・甕類）自然１炉３－１４

ほぼ
全周

平坦２０～２８７．５５×７．５５方形Ｎ－５５°－ＷＢ４ｊ８８０

ＳＩ８２→本跡６世紀中葉
土師器（坏・坩・高
坏・甕類），土製品（支
脚）

自然－竈１－１２一部平坦４６～５０５．８８×５．３２長方形Ｎ－２８°－ＷＣ４ｄ８８１

本跡→ＳＩ８１５世紀後葉
土師器（坏・坩・高
坏・甕類），石器（磨
石），石製品（臼玉）

人為１炉２－１４－平坦２０～２６５．８６×５．１０長方形Ｎ－１８°－ＷＣ４ｅ７８２

表４　土坑一覧表

新旧関係
（旧→新）

備考
（時期）

出土遺物覆土底面壁面
規　　　模

平面形長径方向位置番号
深さ（�）長径（軸）×短径（軸）　（�）

５世紀中葉
土師器（坏・高坏・壺），須
恵器（�），石製品（臼玉・
双孔円板・石製模造品）

自然皿状緩斜２０１．０８×（０．６８）（不定形）Ｎ－７５°－ＷＣ５ｅ３２３７

ＳＩ６９→本跡５世紀中葉土師器（坏・高坏・甕類）人為皿状直立７０１．１０×１．００楕円形Ｎ－４８°－ＥＣ５ｉ５２５０

５世紀中葉土師器（高坏・甕）自然平坦外傾３４１．２８×１．０４楕円形Ｎ－４０°－ＷＢ４ｊ６２６６

５世紀中葉
土師器（高坏・甕類），
石製品（双孔円板）

人為凹凸緩斜２４２．３６×０．８８楕円形Ｎ－３１°－ＷＣ４ｃ７２９０

本跡→ＳＩ７４
→ＳＹ１５世紀中葉土師器（坏・甕類）人為平坦緩斜２６２．０５×１．９４円形Ｎ－０°Ｃ６ｈ２２９１



－　　－99

下河原崎谷中台遺跡

３　近世の遺構と遺物

　近世の遺構では，炭焼窯跡１基が確認されている。

　炭焼窯跡

　第１号炭焼窯跡（第８３・８４図）

位置　調査区南東部のＣ６ｇ２区，標高２３．６�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第２９１号土坑，第７４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸１０．０４�，短軸７．８４�の不定形で，長軸方向はＮ－２０゚－Ｗである。

SI74

A

FF

A
24.0m

27
9

1

3

11 10

12
13

14

8

4
5

GG

BB

5

3

12

1

14

4

CC

D H

2

4 3

14 1

13

7 6 8

56
9

10
11 7

D

C

G

G

C

E
7

17

1
2

3

8
5

10

6

4

E

F

A
A

F

H

H

D

E

E

16

11 12

15

13
14

SI74

P1

C6h3

B

B

P2

D H

6

9

第８３図　第１号炭焼窯跡実測図
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前庭部　長軸１０．０４�，短軸５．７８�ほどの不定形である。底面は平坦で，炭化室Ａ・Ｂの北西部にそれぞれＰ

１・Ｐ２を確認している。

炭化室Ａ　長径２．８２�，短径１．６４�ほどの楕円形で，遺存する壁高は３４�である。長径方向はＮ－７５゚－Ｅであ

る。焚口部付近の窯の底面は火により赤変硬化している。

炭化室Ｂ　長径３．２２�，短径２．０２�の楕円形で，壁高は５２�である。長径方向はＮ－８９゚－Ｗである。底面から

壁面は火により赤変硬化している。

煙道部　炭化室奥壁中央部に位置している。

ピット　２か所。性格については不明である。

炭化室覆土　炭化室Ａ・Ｂとも１４層からなる。どちらも不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

炭化室Ａ土層解説
１  黒 褐 色 炭化物・焼土粒子中量
２  黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量
３  褐 色 焼土ブロック・炭化物・ロームブロック少量
４  褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
５  赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物少量，ローム粒子微量
６  褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
７  黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量

８  明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子・白粘土粒子少量
９  明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量，白粘土粒子微量
１０  明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物中量，白粘土粒子少量
１１  赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物中量，白粘土粒子微量
１２  暗 褐 色 ローム粒子少量
１３  黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
１４  極暗赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量

炭化室Ｂ土層解説
１  赤 色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量，炭化

粒子・ローム粒子少量
２  赤 橙 色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量，ロー

ム粒子少量，炭化粒子微量
３  赤 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック多量，ローム粒

子微量
４  赤 橙 色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量，ロー

ム粒子微量
５  赤 色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量，炭化

粒子少量，ローム粒子微量
６  赤 色 ロームブロック多量，砂質粘土粒子中量，ローム

粒子少量，炭化粒子微量
７  赤 色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子中量，ローム粒

子少量，炭化粒子微量

８  赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・砂質粘土粒子少
量，炭化粒子微量

９  赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子・
砂質粘土粒子微量

１０  にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量，炭化
物・ローム粒子微量

１１  にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量，ロー
ム粒子少量，炭化粒子微量

１２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック中量，炭化
物少量，ローム粒子微量

１３  赤 色 焼土ブロック・炭化物多量，砂質粘土ブロック中
量，ローム粒子微量

１４  暗 赤 色 焼土粒子多量，炭化物・砂質粘土粒子・黒色粒子
少量

441

440

第８４図　第１号炭焼窯跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　陶器３点（常滑），自然石５５点，瓦片３６点が出土している。自然石，瓦片は窯の構築材である。

また，混入した土師器片２１点も出土している。４４０・４４１は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から１８世紀以降と考えられる。

前庭部土層解説
１  黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
２  赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ロームブロッ

ク・小礫微量
３  黄 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
４  黒 色 炭化粒子多量，砂質粘土粒子少量
５  黄 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化物微量
６  オリーブ褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
７  黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
８  赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
９  暗オリーブ褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量

１０  極暗赤褐色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量
１１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
１２  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
１３  暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック・砂

質粘土粒子微量
１４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，炭化物微量
１５  赤 色 焼土粒子多量，ロームブロック・砂質粘土粒子少量
１６  赤 色 焼土粒子多量，焼土粒子微量
１７  赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子少量

４　その他の遺構と遺物

　今回の調査で時期や性格が明確でない土坑１００基を確認した。以下，遺構と遺物について記述する。

　（１）土坑（第８５～９２図）

　以下，確認された遺構の実測図と土層解説を記載する。
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第８５図　その他の土坑実測図（１）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

自然釉覆土中
ロクロ成形　口縁部断面Ｙ字状　内面
指頭圧痕

焼締明赤褐長石・石英－（１１．８）－甕常滑４４０

自然釉覆土中
ロクロ成形　口縁部断面Ｙ字状　内面
指頭圧痕

焼締にぶい赤褐長石・石英－（９．３）－甕常滑４４１

第１号炭焼窯跡出土遺物観察表（第８４図）
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第１８４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  明 褐 色 ローム粒子中量

第１８６号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック中量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ローム粒子中量
４  褐 色 ローム粒子多量

第１８７号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ローム粒子中量

第１８８号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子中量

第１８９号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３  極 暗 褐 色 ローム粒子中量
４  褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第１９０号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子中量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１９１号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子中量
３  褐 色 ロームブロック中量

第１９３号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子中量
３  褐 色 ローム粒子中量

第１９４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４  褐 色 ローム粒子多量

第１９５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  明 褐 色 ローム粒子多量

第１９６号土坑土層解説
１  黒 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  黒 褐 色 ローム粒子微量
４  褐 色 ローム粒子中量
５  暗 褐 色 ローム粒子中量

第１９７号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１９８号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１９９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２  明 褐 色 ロームブロック中量

第２００号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量，

砂質粘土粒子微量
２  暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，砂質

粘土粒子微量
３  褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・砂質粘土

粒子微量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２０１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２０２号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック中量
４  褐 色 ロームブロック中量
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第２０３号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２０４号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量
３  褐 色 ロームブロック中量

第２０５号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子中量
２  褐 色 ロームブロック中量

第２０６号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック中量
３  褐 色 ロームブロック中量

第２０７号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子中量

第２０８号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子中量

第２０９号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２  黒 褐 色 ローム粒子中量
３  褐 色 ローム粒子中量

第２１０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック中量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量

第２１１号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック中量
２  褐 色 ローム粒子多量

第２１２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量

第２１３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量

第２１４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子微量
３  褐 色 ロームブロック中量

第２１５号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２  黒 褐 色 ロームブロック中量
３  褐 色 ロームブロック中量

第２１６号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第２１７号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２１８号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第２１９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

 

第２２０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ローム粒子中量
５  褐 色 ローム粒子多量

第２２１号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ローム粒子多量

第２２２号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  暗 褐 色 ローム粒子中量

第２２３号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２２４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２２５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量

第２２６号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２２７号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第２２８号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量

第２２９号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量
４  暗 褐 色 ロームブロック中量

第２３０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック中量

第２３１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ロームブロック少量

第２３２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第２３３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ロームブロック中量
３  明 褐 色 ローム粒子多量

第２３４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量
３  明 褐 色 ローム粒子多量

第２３５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量
３  明 褐 色 ローム粒子多量
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第２３６号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量

第２３８号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  明 褐 色 ロームブロック中量

第２３９号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ローム粒子中量

第２４０号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  明 褐 色 ロームブロック中量

第２４１号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量

第２４２号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量

第２４３号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量

第２４４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量

第２４５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量

第２４６号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量

第２４７号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量

第２４８・２４９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量
３  褐 色 ローム粒子中量
４  褐 色 ローム粒子多量

第２５１号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子多量
２  褐 色 ロームブロック中量

第２５２号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子少量
３  明 褐 色 ロームブロック中量

第２５４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２５５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第２５６号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２  黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量

 

第２５７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量

第２５８号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２５９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量，炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  褐 色 ローム粒子多量

第２６０号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子・黒色粒子中量
２  明 褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子微量

第２６１号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２６２号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

第２６３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
２  明 褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子微量
３  褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子微量

第２６４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
２  褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子微量

第２６７号土坑土層解説
１  黒 色 炭化物多量，黒色粒子中量，焼土粒子少量
２  暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・黒色粒子少量

第２６８号土坑土層解説
１  黒 褐 色 炭化物多量，焼土粒子・黒色粒子少量，ローム粒

子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，黒色粒子微量
３  明 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２６９号土坑土層解説
１  黒 褐 色 炭化物多量，焼土粒子・黒色粒子少量，ローム粒

子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，黒色粒子微量
３  明 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２７０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 炭化物多量，焼土粒子・黒色粒子少量，ローム粒

子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，黒色粒子微量
３  明 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２７１号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量，炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子微量
３  明 褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子微量

第２７２号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２７３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第２７４号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
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第２７５号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２７６号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２７７号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２７８号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２７９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２８０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２８１号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２８２号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

第２８３号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  黒 褐 色 ロームブロック微量

 

第２８４号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第２８５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量

第２８６号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第２８７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ローム粒子中量

第２８８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ローム粒子中量

第２８９号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量
２  明 褐 色 ローム粒子中量

第２９２号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・黒色粒子微量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・黒色粒子微量
３  褐 色 ローム粒子少量
４  明 褐 色 ロームブロック少量
５  明 褐 色 ローム粒子中量
６  極 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・黒色粒子微量

表５　その他の土坑一覧表

新旧関係
（旧→新）

出土遺物覆土底面壁面
規　　　　模

平面形長径（軸）方向位置番号
深さ（�）長径（軸）×短径（軸）　（�）

土師器片（坏・甕類）人為皿状緩斜１９０．９８×０．９６円形Ｎ－４８°－ＷＢ５ｃ４１８４

自然平坦外傾４０１．００×０．７８楕円形Ｎ－８°－ＥＡ５ｊ７１８６

人為平坦外傾４６０．９８×０．９６円形Ｎ－３８°－ＷＢ５ｇ１１８７

自然平坦緩斜１０１．１２×１．０８不整円形Ｎ－６０°－ＷＢ５ｆ２１８８

ＳＩ６８→本跡土師器片（甕類）人為平坦外傾８４．８２×１．１０長方形Ｎ－０°Ｂ５ｄ４１８９

自然平坦
垂直
外傾

３９０．８８×０．８０円形Ｎ－１８°－ＥＢ５ｇ１１９０

自然
平坦
皿状

外傾２１１．１２×０．６２
不整
長方形

Ｎ－７°－ＷＢ５ｈ３１９１

人為
平坦
皿状

外傾３０１．１２×１．０３不整円形Ｎ－２６°－ＷＢ５ｉ３１９３

人為皿状外傾１７０．９５×０．８１楕円形Ｎ－６０°－ＷＢ５ｈ２１９４

土師器片（坏）人為平坦外傾１４１．０４×０．９６円形Ｎ－５８°－ＷＢ５ｅ３１９５

土師器片（坏）人為
平坦
皿状

外傾２０１．８４×［１．１２］［不定形］Ｎ－７８°－ＥＢ５ｅ３１９６

自然皿状緩斜３２１．５８×１．４８円形Ｎ－４２°－ＷＢ５ｂ４１９７

ＳＩ３５→本跡人為平坦緩斜２４２．６０×１．０６隅丸長方形Ｎ－４９°－ＥＤ５ａ８１９８

土師器片（甕類）人為凹凸緩斜１１１．３８×１．０９楕円形Ｎ－９°－ＥＢ５ａ１１９９

ＳＩ６０→本跡土師器片（坏・甕類）人為皿状外傾１８０．４３×０．４０円形Ｎ－０°Ｂ５ｊ０２００

ＳＩ６４→本跡人為皿状緩斜１００．６０×０．４８楕円形Ｎ－７６°－ＥＣ６ｃ３２０１

人為凹凸緩斜２０１．８４×１．８０不整円形Ｎ－６５°－ＥＢ５ｉ２２０２

土師器片（甕類）自然凹凸緩斜２０１．０２×０．９０楕円形Ｎ－６°－ＷＢ５ｉ１２０３
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新旧関係
（旧→新）

出土遺物覆土底面壁面
規　　　　模

平面形長径（軸）方向位置番号
深さ（�）長径（軸）×短径（軸）　（�）

人為皿状外傾２２０．７５×０．６６楕円形Ｎ－２８°－ＷＢ５ｊ１２０４

自然皿状外傾１１０．７０×０．６９不定形Ｎ－２５°－ＷＢ５ｊ１２０５

土師器片（甕類）自然皿状
外傾
緩斜

３０１．６０×１．０８楕円形Ｎ－６°－ＷＢ５ｊ１２０６

自然皿状緩斜１００．５８×０．５０楕円形Ｎ－１８°－ＥＢ５ｊ１２０７

自然皿状緩斜１４０．７２×０．５６楕円形Ｎ－６８°－ＷＢ４ｊ０２０８

人為皿状緩斜１５１．０２×０．９２楕円形Ｎ－３５°－ＷＢ４ｊ０２０９

自然皿状外傾１９０．５３×０．４２楕円形Ｎ－６６°－ＷＣ５ａ１２１０

土師器片（甕類）自然平坦垂直１２０．４０×０．３６楕円形Ｎ－３４°－ＥＣ４ａ０２１１

自然皿状緩斜１８１．２５×０．７２隅丸長方形Ｎ－７０°－ＷＣ５ａ２２１２

自然平坦外傾１７１．１３×１．０８不整円形Ｎ－４１°－ＥＣ５ａ２２１３

人為凹凸外傾２５０．９８×０．９０円形Ｎ－１０°－ＥＣ５ａ３２１４

土師器片（坏・甕類）人為平坦外傾１７１．８０×１．０８不定形Ｎ－６５°－ＷＣ５ａ４２１５

人為凹凸外傾３００．９７×０．９０円形Ｎ－４６°－ＷＣ５ａ２２１６

土師器片（坏・甕類）人為皿状緩斜３６１．１９×１．００不整楕円形Ｎ－８５°－ＥＣ５ｃ２２１７

土師器片（坏）人為皿状緩斜２６０．９６×０．６８不整楕円形Ｎ－８９°－ＥＣ５ｃ１２１８

人為凹凸緩斜１２０．６４×０．５６不整楕円形Ｎ－５１°－ＥＣ５ｂ１２１９

土師器片（坏・甕類）人為皿状緩斜２５１．０６×１．０６不整円形Ｎ－１８°－ＥＣ５ｃ１２２０

自然凹凸緩斜１００．７２×０．７１円形Ｎ－６８°－ＷＣ４ｃ０２２１

人為皿状緩斜１９１．６５×０．５８楕円形Ｎ－７３°－ＷＢ５ｂ２２２２

人為凹凸
外傾
緩斜

２９０．９２×０．８１楕円形Ｎ－７１°－ＷＡ４ｉ０２２３

人為皿状緩斜２６０．４９×０．４２楕円形Ｎ－２０°－ＥＡ４ｉ０２２４

人為皿状外傾３９０．５０×０．４３楕円形Ｎ－１２°－ＥＡ４ｊ９２２５

人為平坦外傾３８０．６８円形Ｎ－５０°－ＷＡ４ｉ９２２６

土師器片（甕類）人為平坦外傾４０１．３４×１．２１楕円形Ｎ－７３°－ＷＣ５ｊ５２２７

人為凹凸緩斜２２０．９０×０．６８隅丸長方形Ｎ－１１°－ＥＣ５ａ３２２８

人為平坦緩斜１３０．９２×０．７８不整楕円形Ｎ－８５°－ＥＣ５ｂ３２２９

人為平坦緩斜１６１．０４×０．８２楕円形Ｎ－７５°－ＷＣ５ａ２２３０

人為平坦
外傾
緩斜

１４０．８１×０．５５楕円形Ｎ－７７°－ＷＣ５ｂ３２３１

人為平坦緩斜１６０．７６×０．５６楕円形Ｎ－７０°－ＷＣ５ｂ２２３２

人為平坦緩斜１８０．９４×０．７９隅丸台形Ｎ－２５°－ＷＣ５ｄ２２３３

人為平坦緩斜１４０．７０×０．５２楕円形Ｎ－７８°－ＥＣ５ｄ１２３４

人為皿状緩斜２４０．８０×０．７３不定形Ｎ－４３°－ＥＣ５ｅ２２３５

人為皿状緩斜１６０．４４×０．４０隅丸台形Ｎ－４１°－ＥＣ５ｂ４２３６

人為皿状緩斜１４０．８２×０．８０隅丸台形Ｎ－６５°－ＥＣ５ｅ３２３８

人為凹凸緩斜１８０．７６×０．７６不定形Ｎ－４°－ＷＣ５ｅ２２３９

人為平坦緩斜１６０．７４×０．７０不整円形Ｎ－８４°－ＷＣ５ｅ２２４０

人為平坦外傾１６１．０６×０．５６楕円形Ｎ－５９°－ＷＣ５ｆ３２４１

人為平坦緩斜１２０．６８×０．５２不整楕円形Ｎ－８１°－ＷＣ５ｆ３２４２

土師器片（甕類）人為平坦緩斜１６１．０４×０．８８楕円形Ｎ－１°－ＷＣ５ｆ３２４３

自然皿状緩斜１４０．８０×０．７２楕円形Ｎ－７０°－ＥＣ５ｆ２２４４

土師器片（甕類）人為皿状緩斜１６１．００×０．８０不整楕円形Ｎ－６６°－ＥＣ５ｆ２２４５

人為平坦緩斜１６０．５８×０．５２不整台形Ｎ－７３°－ＷＣ５ｃ３２４６

人為平坦緩斜１２０．７２×０．７２不定形Ｎ－１°－ＷＣ５ｄ３２４７

土師器片（坏・甕類）自然皿状直立６６０．６６×０．５８楕円形Ｎ－３９°－ＷＡ５ｊ４２４８



－　　－113

下河原崎谷中台遺跡

新旧関係
（旧→新）

出土遺物覆土底面壁面
規　　　　模

平面形長径（軸）方向位置番号
深さ（�）長径（軸）×短径（軸）　（�）

自然皿状外傾３６０．３８円形Ｎ－２０°－ＥＡ５ｊ４２４９

ＳＩ７０→本跡人為皿状緩斜２６０．７６×０．６４楕円形Ｎ－２°－ＥＣ６ｊ２２５１

土師器片（甕類）人為平坦外傾２８２．６２×１．７６隅丸長方形Ｎ－８０°－ＥＢ５ｉ８２５２

ＳＩ６４→本跡土師器片（坏・甕類）人為平坦緩斜４６２．６２×１．５４隅丸長方形Ｎ－５０°－ＥＣ６ｃ１２５４

人為皿状緩斜２４０．８８×０．７２不整楕円形Ｎ－２３°－ＷＢ５ｈ０２５５

ＳＫ２５７→本跡人為皿状緩斜２４１．１４×０．９４楕円形Ｎ－２°－ＷＣ６ｅ１２５６

本跡→ＳＫ２５６自然平坦緩斜１４０．６６×（０．４８）［楕円形］Ｎ－４４°－ＥＣ６ｅ１２５７

人為皿状緩斜２６０．９８×０．８４不整楕円形Ｎ－２４°－ＥＣ５ｇ９２５８

人為皿状外傾５２１．４０×１．３２隅丸台形Ｎ－５５°－ＷＢ４ｆ５２５９

人為平坦緩斜１４３．０８×３．０４隅丸台形Ｎ－７８°－ＷＢ４ｈ５２６０

土師器片（甕類）自然皿状緩斜１４０．８８×０．７４楕円形Ｎ－７０°－ＷＢ４ｆ３２６１

土師器片（甕類）自然皿状緩斜１４１．０３×０．９０楕円形Ｎ－７１°－ＷＢ４ｆ３２６２

人為平坦緩斜１６１．２０×１．１８不整円形Ｎ－４８°－ＥＢ４ｈ７２６３

自然凹凸緩斜１６２．４２×１．８６楕円形Ｎ－４１°－ＷＢ４ｉ６２６４

人為平坦緩斜６（１．４４）×０．６８不定形Ｎ－７°－ＷＣ４ａ６２６７

人為凹凸緩斜４１．７５×０．９６不定形Ｎ－８°－ＥＣ４ａ６２６８

人為凹凸緩斜２２１．２６×０．８０不定形Ｎ－２°－ＷＣ４ｄ６２６９

人為皿状
外傾
緩斜

９１．８２×０．７１不定形Ｎ－８°－ＥＣ４ｂ６２７０

自然皿状緩斜２８０．９６×０．８２楕円形Ｎ－２°－ＷＣ４ｃ７２７１

自然皿状
外傾
緩斜

２００．６２×０．５５楕円形Ｎ－２７°－ＥＣ４ｂ７２７２

自然皿状
外傾
緩斜

２４０．５２×０．４６楕円形Ｎ－０°Ｃ４ｂ７２７３

自然平坦外傾１４０．４８×０．３９楕円形Ｎ－１５°－ＷＣ４ｂ７２７４

自然皿状緩斜１２０．５８×０．５０楕円形Ｎ－９°－ＥＣ４ｂ８２７５

自然皿状
外傾
緩斜

１２０．３０×０．２６楕円形Ｎ－２５°－ＥＣ４ｂ８２７６

自然平坦緩斜１００．４０×０．３４楕円形Ｎ－１８°－ＥＣ４ｂ８２７７

自然平坦緩斜８０．６６×０．６５円形Ｎ－３７°－ＷＣ４ｂ２２７８

人為皿状緩斜１２０．４７円形Ｎ － ０ °Ｃ４ｂ２２７９

自然皿状緩斜１２０．６４×０．６０円形Ｎ－４７°－ＥＣ４ｂ８２８０

土師器片（坏・甕類）人為平坦緩斜２０１．２０×１．０７楕円形Ｎ－４３°－ＷＣ４ｃ９２８１

自然平坦
外傾
緩斜

１５０．４０円形Ｎ－０°Ｃ４ｃ９２８２

自然平坦緩斜１２０．７０円形Ｎ－０°Ｃ４ｃ９２８３

自然皿状緩斜１００．３２×０．２４楕円形Ｎ－４０°－ＷＣ４ｃ８２８４

自然平坦緩斜９０．３２×０．３１円形Ｎ－２６°－ＷＣ４ｃ８２８５

自然平坦外傾１９０．５０×０．４６円形Ｎ－４°－ＷＣ４ｃ８２８６

自然平坦
外傾
緩斜

１５０．６０円形Ｎ－０°Ｃ４ｃ８２８７

自然皿状緩斜１２０．３２×０．３１円形Ｎ－０°Ｃ４ｃ８２８８

人為皿状緩斜１２０．５７×０．５３円形Ｎ－７０°－ＷＣ４ｃ８２８９

土師器片（坩・甕類）人為平坦外傾３４１．９６×０．９６不整楕円形Ｎ－２１°－ＷＣ４ｆ８２９２
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　（２）遺構外出土遺物（第９３図）

　当遺跡から出土した遺構に伴わない遺物について，実測図及び出土遺物観察表で記載する。

Q362
Q363

Q361

Q360

Q358

Q359

Q364

M2

DP153DP152TP46

第９３図　遺構外出土遺物実測図
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備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

 ＰＬ２５
ＳＩ－７０
覆土中

波状口縁　棒状工具による沈線２条　
口辺部に円形貼付文　刺突文

普通明黄褐長石・石英－（６．２）－深鉢縄文土器ＴＰ４６

遺構外出土遺物観察表（第９３図）

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材質・胎土重量孔径厚さ径器種番号

 ＰＬ２５
Ｄ５ｂ８区
表土

ナデ　ヘラ削り　一方向からの穿孔長石・石英１３．８
０．６～
 ０．９

２．３
２．５～
 ２．８

球状土錘ＤＰ１５２

 ＰＬ２５
Ｂ４ｇ７区
表土

ナデ　一方向からの穿孔長石・石英１０．６
０．４５～
 ０．５０

２．１
２．３～
 ２．４

球状土錘ＤＰ１５３

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

Ｃ５ｈ４区
表土

断面三角状の縦長剥片　腹面中央部に縦方向の稜を持
つ

チャート１．７００．５１．４２．６二次加工
剥片Ｑ３５８

 ＰＬ２７
ＳＩ－３５
覆土中

先端部欠損　凹基無茎鏃　両面剥離調整により三稜を有する安山岩（０．９１）０．３２．１（１．８）石鏃Ｑ３５９

 ＰＬ２７
ＳＩ－７７
覆土中

凹基無茎鏃　両面剥離調整により三稜を有するチャート０．８６０．２５１．９２．１石鏃Ｑ３６０

神津島産
黒曜石 ＰＬ２７

Ｃ５ｆ１区
表土

一部欠損　凹基無茎鏃　両面剥離調整により三稜を有
する

黒曜石（０．５２）０．３（１．３）（１．９）石鏃Ｑ３６１

Ｂ５ｆ５区
表土

下部欠損　側面に敲打痕花崗岩（５３３．０）５．８７．３（９．３）磨石Ｑ３６２

 ＰＬ２４
Ｂ４ｃ８区
表土

下部欠損　全面に敲打痕砂岩（３１１．０）４．１６．１（８．７５）磨石Ｑ３６３

 ＰＬ２７
Ｃ５ｆ８区
表土

剣形　一部欠損　両面研磨　一方向からの穿孔　
孔径０．１５� 

滑石（７．４）０．３（２．２）（６．８）
石製
模造品

Ｑ３６４

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴初鋳年材　　質重量厚さ孔幅孔径銭名番号

 ＰＬ２７
Ｂ５ａ６区
表土

背面波形文様１６３６銅４．４０．１１０．６２２．８４寛永通寳Ｍ２
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１　はじめに

　今回の調査では，縄文時代の竪穴住居跡７軒，陥し穴１基，土坑１基，古墳時代の竪穴住居跡２５軒，土坑

５基，近世の炭焼窯跡１基，その他の土坑１００基を確認した。

　縄文時代の竪穴住居跡は，中期１軒，後期２軒で，その他の４軒については，炉及びピットは確認できた

ものの，遺物が出土しなかったため時期については特定できなかった。縄文時代の竪穴住居跡７軒はすべて

調査区の北東部に集中しているが，縄文土器片や石鏃などは北東部以外の遺構外からも数点確認されてい

る。平成１７年度の調査結果１）（以下１区とする。）を考慮すると，当遺跡全体で縄文時代における痕跡が確認

されたことになる。

　古墳時代の西谷田川沿いには，中期から後期にかけて数多くの遺跡が確認されている。当遺跡において

も，前回の調査区と合わせると，５世紀前葉から７世紀前葉にかけての集落が営まれていたことが判明して

いる。特に今回の調査区では，５世紀前葉から６世紀前葉にかけての集落が確認され，竪穴住居跡２５軒はす

べてが中期と後期であり，なかでも中期の住居跡は２０軒で８０％を占めている。さらに，それら中期の住居跡

は，半数１１軒が焼失または焼失の可能性がある住居跡である。

　近世では，炭焼窯跡１基が確認され，平地林における木炭生産が行われていたことを知ることができる。

　当節では，集落の変遷や住居の構造や役割，また，出土土器について若干の考察を加えてまとめとする。

２　集落の変遷について

　（１）縄文時代

　１区では，早期の炉穴や後期前葉から晩期前葉にかけて断続的に集落が営まれていたことが報告されて

いる。

　今回の調査では，第５２号住居跡，第１８５号土坑が中期後葉，第６１・６６号住居跡が後期後葉に位置付けさ

れ，さらに生活の時期が広がったことになる。また，遺構外から出土した石鏃のなかに草創期の形状を示

すもの（Ｑ３５９）も確認され，縄文時代の全期にわたってこの地での生活の痕跡を確認できる。遺構のあ

り方を見ると，近隣の島名ツバタ遺跡，元宮本前山遺跡，および当遺跡の前回調査区では，西谷田川を望

む台地縁辺部に位置していたが，今回の調査区は，縁辺部から１００�ほど東部へ入り込んだ区域に位置して

いる。

　（２）古墳時代

　１区では，遺構の変遷を第１期（５世紀前葉）・第２期（５世紀中葉・後葉）・第３期（６世紀前葉）・

第４期（６世紀中葉）・第５期（６世紀後葉）・第６期（７世紀前葉）に分類１）している。今回の調査区は

１区の隣接部であるため，同様な基準で遺構の分類を行った。なお，第３期と第６期については，今回該

当した住居跡がなかったため，それらについては省略した。

　　

第４節　 ま と め



－　　－117

下河原崎谷中台遺跡

　　　第１期（５世紀前葉）

　第３５・５１・７０・７２・８０号住居跡の５軒が該当する。

　本期の集落は，大半の住居跡が南部に集中しており，第５１号住居跡は，それらの集団から北西へ９０�ほ

ど離れた所に位置している。また，第８０号住居跡はその中間部に位置している。なお，第５１・８０号住居跡

の位置は調査区北西部の端部に近く，さらに北部または西部にと集団を構成する住居跡が存在していた可

能性がある。規模については，第８０号住居跡が大形住居，第３５・５１号住居跡が中型住居，第７０・７２号住居

跡が小形住居である。 ２）

　　　第２期（５世紀中葉・後葉）

　第５３・５５～５７・６３～６５・６９・７３・７５～７９・８２号住居跡の１５軒，及び第２３７・２５０・２６６・２９０・２９１号土坑が

該当し，今回調査した遺構の５０％が本期に分類される。

　本期の集落は，第５５号住居跡を中心とした中央部，第６３号住居跡を中心とした南東部，第７９号住居跡を

中心とした南西部，そして第７７号住居跡を中心とした北西部の４集団に分けられる。規模については，第

５５・７７・７９号住居跡が大形住居，第５３・６３～６５・７３・７８・８２号住居跡が中型住居，第５６・５７・６９・７５・７６

号住居跡が小形住居である。

　表６からもわかるように，南西部に位置する第７９・８２号住居跡を除くすべてが５世紀中葉と確認され

た。５世紀中葉には，大きく３集団（中央部・南東部・北西部）が存在していたと考えられる。また，そ

れぞれの集団ごとに大形の住居が位置し（南東部は中形の住居が主体），各集団のなかでの中心的な存在で

あったことが推測できる。

表６　第２期の住居跡一覧表　

備考時期覆土
内 部 施 設

壁溝床面
壁高
（�）

規模
面積
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形主軸方向位置番号
貯蔵穴炉・竈ピット出入口主柱穴

焼失住居５世紀中葉人為－炉１１１４全周平坦５２大形８９．４９９．４６×９．４６方形Ｎ－２１°－ＷＢ５ｆ６ＳＩ－５５

中
央
部

焼失住居５世紀中葉人為－炉１１－－－平坦３２～３８小形１２．１８３．５２×３．４６方形Ｎ－０°Ｂ５ｇ５ＳＩ－５６

５世紀中葉人為１炉１２１－－平坦１４～２４小形１２．６９４．２３×３．００長方形Ｎ－５°－ＷＢ５ｈ３ＳＩ－５７

５世紀中葉人為－炉１－１－－平坦２２～３５小形（１４．００） ４．３２× （３．２４）
［方形・
長方形］

Ｎ－２２°－ＷＢ６ｇ１ＳＩ－７５

５世紀中葉人為１炉１１１４全周平坦３４中形２１．０２５．２３×４．０２長方形Ｎ－６°－ＷＣ５ｂ６ＳＩ－５３

南
東
部

焼失住居５世紀中葉
自然
人為

１炉１３７１－－平坦２６～４２中形２５．３０５．０６×５．００方形Ｎ－２０°－ＷＣ５ｉ９ＳＩ－６３

焼失住居５世紀中葉人為－炉１５１４全周平坦５０～６２中形３７．７５６．４２×５．８８方形Ｎ－３０°－ＷＣ６ｃ２ＳＩ－６４

焼失住居５世紀中葉人為１炉１－１４－平坦２８～４５中形２２．７４４．８６×４．６８方形Ｎ－５１°－ＥＣ６ｆ４ＳＩ－６５

５世紀中葉
自然
人為

－炉２－－４－平坦１０～１６小形１０．４０３．３０×３．１５方形Ｎ－０°Ｃ５ｉ５ＳＩ－６９

５世紀中葉自然１炉１－１４全周平坦３０～３３中形２６．３５５．４０×４．８８長方形Ｎ－２１°－ＷＣ６ｆ１ＳＩ－７３

焼失住居５世紀後葉自然１炉１－１６全周平坦４３～５１大形９８．６０９．９４×９．９２方形Ｎ－２９°－ＷＣ５ｇ１ＳＩ－７９南
西
部 ５世紀後葉人為１炉２－１４－平坦２０～２６中形２９．８９５．８６×５．１０長方形Ｎ－１８°－ＷＣ４ｅ７ＳＩ－８２

５世紀中葉自然－炉２－－－－平坦１０～１５小形　９．４７３．３１×２．８６長方形Ｎ－７９°－ＷＡ４ｊ７ＳＩ－７６

北
西
部

焼失住居５世紀中葉自然１炉２２１４全周平坦２５～３８大形５８．６７７．７６×７．５６方形Ｎ－３７°－ＷＢ４ａ５ＳＩ－７７

５世紀中葉
自然
人為

１炉２－１６全周平坦４２～５４中形２０．４８５．３６×３．８２長方形Ｎ－６８°－ＥＢ４ｅ６ＳＩ－７８
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　第１期から第２期への変遷を見ると，集落が北部へ少し移動した傾向がある。また，主軸方向を見ると，

距離をおいた位置であっても大形住居を中心として同一の集団を形成していたことも推測できる。さら

に，第１期の第８０号住居が第２期の第５５・７９号住居へ集団を広げていった可能性も考えられる。

　　　第３期（６世紀前葉）

　　　今回は該当遺構なし。

　　　第４期（６世紀中葉）

　第８１号住居跡の１軒のみが該当する。

　北西部に位置しており，さらに西部及び南西部に本期の住居跡が拡大する可能性が考えられる。規模は

中形である。

　　　第５期（６世紀後葉）

　第６０・６２・７４号住居跡の３軒が該当する。

　北東部に位置しており，一つの集団を形成していたと推定される。大形住居はなく，第７４号住居跡が中

形住居，第６０・６２号住居跡は小形住居である。

　　　第６期（７世紀前葉）

　今回は該当遺構なし。

３　初期須恵器について

　第５５号住居跡のＰ６内（深さ９７�の底面）から完形の初期須恵器坏（Ｐ３６９）が出土した。口径９．１�，器

高４．１�で，口縁部の立ち上がりはやや高く，内傾して端部に至り，端部の中央部はやや浅くくぼんでいる。

Ⅰ

第９６図　田辺氏による陶邑須恵器編年（註３文献より転載　Ⅰ期一部抜粋）
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底部は比較的平底に近く，３分の２前後に回転

ヘラ削り調整が認められ，他は回転ナデ調整で

ある。焼成は良好，堅緻であり，胎土は粗で白

色砂粒を含んでいる。これらの特徴は，田辺昭

三氏の陶邑須恵器編年３）によるとⅠ－２段階　

（ＴＫ２１６型式）と想定される。他の出土土器や

炭化材の年代測定からもその時期の正合性が認

められる。

　この資料の出土は，５世紀中葉から陶邑産の

須恵器が流通していたことが確認できる。

４　住居内の空間利用について

　第５５号住居跡（５世紀中葉）では，ほぼ等間隔に壁から中央に向かって幅１０～２６�，長さ１６０�，深さ６�

ほどの根太（床板下に敷いた基礎材）を置いたと考えられる浅い溝を２２条確認した。炭化材（８～１７�の丸

材）がその溝上に遺存していた。

　梁・桁・棟材が燃焼により床面に落下した場合，中央から放射状に炭化材が焼土とともにまたは焼土の上

に検出されることが多い４）。しかし，本跡の場合は，床に浅い溝状の掘り込みが確認され，その中に炭化材が

埋め込まれた形で検出されたこと，炭化材は放射状ではなく壁から中央に向かってほぼ等間隔に複数検出さ

れたことから，間仕切りの性格とは確実に異なると考えられ，根太の痕跡であると判断した。根太の用途で

あるが，根太の上に低い床を張り，寝所や居間など多目的な生活空間として使用されていた可能性が高い。

類例としては群馬県黒井峯・西組遺跡５）などが知られている。

第９７図　須恵器坏（Ｐ３６９）実測図

　中央部に炉が検出された第５５号住居跡が，単に居宅であったと仮定した場合，それに伴う物置的な利用を

うかがわせる住居跡が第５７号住居跡である。第５５号住居跡と第５７号住居跡は共に前述の第２期に該当してい

る。

SI57

SI55

B5g5

第９８図　第５５・５７号住居跡の位置関係
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　第５７号住居跡は，小形の住居跡でありながら，出土土器の総破片数は１，４９３点にも及んでいる。また，出入

り口が第５５号住居跡側に設置されていたり，甕を置いたと考えられるくぼみも２か所確認され，物置または

厨房的な用途をもつ住居と推測できる。

５　小結

　今回の調査で，前回調査した区域の北部の様相が明らかになった。前回の調査で出土した県内初の琴柱形

石製品や，今回の調査で確認された第５５号住居跡の根太構造や初期須恵器の出土などから，５世紀中葉を中心

としてこの地に有力者が存在していた可能性がさらに強まった。そのような有力者が存在していたにもかか

わらず，７世紀以降，この地における集落自体が衰退していったのは，どのような要因があるのであろうか。

当遺跡のさらなる詳細な分析と近隣の遺跡や古墳の関連などを検討しながら究明していくことが今後の課題

である。
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第４章　下河原崎高山古墳群

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　下河原崎高山古墳群は，つくば市西部を南流する西谷田川左岸の標高２２～２４�の台地端部に立地し，１７基か

ら成るとされており，昭和５７年の第１・２号墳調査時には，前方後円墳１基・方墳３基・円墳５基（現存５基

確認），３基削平のみが確認されている。今回報告するのは，第５号墳の形状及びその東側周溝の一部である。

　今回の調査で確認された遺構は，古墳時代の前方後円墳１基，周溝の一部，その他の土坑２１基である。

　遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に１箱出土しており，遺物は古墳築造以前の縄文時代と古墳時

代のものである。主な遺物は，縄文土器片（深鉢），土師器片（坏・甕類）などである。

　調査区の東部（Ｃ３ｅ５区）にテストピットを設定し，第９９図に示すような土層堆積の状況を確認した。土層

は９層に細分され，観察結果は以下のとおりである。

　第１層は，極暗褐色の耕作土層で，ローム粒子を微量含み，層厚は３０～５０�である。

　第２層は，暗褐色のソフトローム層で，層厚は１１～２８�である。

　第３層は，褐色のソフトローム層で，層厚は５～１３�である。

　第４層は，にぶい褐色のハードローム層で，層厚は２０

～３０�である。第Ⅰ黒色帯に対比される。

　第５層は，暗褐色のハードローム層で，白色粒子・黒

色粒子を極めて微量含み，粘性が強く，硬く締まってお

り，層厚は１８～３０�である。

　第６層は，褐色のハードローム層で，層厚は３０～４３�

である。白色粒子・ガラス質粒子・赤色粒子を微量含ん

でおり，姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）を含む層に対比される。

　第７層は，褐色のハードローム層で，赤色粒子を微量

含み，層厚は４３～５６�である。

　第８層は，暗褐色のハードローム層で，黒色粒子・赤

色粒子・粘土粒子を微量含み，粘性・締まりとも強く，

層厚は４２～５５�である。第Ⅱ黒色帯に対比される。

　第９層は，オリーブ褐色のハードローム層で，明黄橙

色の砂粒を少量含み，粘性・締まりとも特に強い。下部

は未掘のため，本来の厚さは不明である。

　なお，周溝や土坑などの遺構は，第３層上面で確認し

た。

第１節  遺 跡 の 概 要

第２節  基 本 層 序

第９９図　基本土層図
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第１００図　下河原崎高山古墳群調査区設定図
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第１０１図　下河原崎高山古墳群遺構全体図
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１　古墳時代の遺構と遺物

　今回の調査で，第５号墳の周溝の一部を検出したが，調査区域外に延びているため，周溝全体の規模と形

状を正確にとらえることはできなかった。また，第５号墳の墳丘部については，墳形の測量調査を実施した。

以下，確認された遺構と遺物について記述する。

　古墳

　第５号墳（第１０２・１０３図）

位置　調査区西部のＤ３ｊ４区，標高２６�ほどの台地の縁辺部に位置している。

確認状況　山林である。墳丘の高まりが確認でき，墳丘は場所により傾斜に違いがみられ，西側がやや急斜面

になっている。

規模と形状　周溝外縁長約３８�，墳丘長約３２．５�，後円部の墳丘径約２２�で，前方部の幅約１９．５�で，ほとん

どくびれのない前方後円墳である。主軸方向は，Ｎ－１０４°－Ｅである。

墳丘　現丘の高さは約２．８�である。

周溝　墳丘全体が調査区域外のため，後円部東側の周溝を調査した。規模は，上幅は１．７～２．５�，下幅１．３～

１．６�，深さ０．３～０．６�である。断面は，確認した部分から逆台形状及びＵ字状であり，覆土１３層の自然堆積で

ある。

第３節  遺 構 と 遺 物

周溝土層解説
１  黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
２  黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック微量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
４  暗 褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子微量
５  暗 褐 色 ローム粒子少量
６  暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量，炭化物・焼土粒

子微量

７  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
８  黒 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
９  黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
１０  暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色粒子微量
１１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１２  暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量，焼土粒子微量
１３  黒 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量，炭化物・焼土粒

子微量

遺物　周溝部から，混入した縄文土器片３点（深鉢）が出土している。

所見　時期は，前方部と後円部との間にくびれがほとんどない形状と埴輪が出土していないことから，古墳時

代後期（７世紀初頭）と考えられる。
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２　その他の遺構

　今回の調査で時期や性格が明確でない土坑２１基を確認した。以下，遺構について記述する。

　土坑（第１０４・１０５図）

　以下，確認された遺構の実測図と土層解説を記載する。
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第１号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック中量

第２号土坑土層解説　
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４  黒 褐 色 ロームブロック少量
５  暗 褐 色 ロームブロック多量

第３号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  褐 色 ローム粒子中量

第４号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２  褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
５  黒 褐 色 ロームブロック少量

第５号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック中量
４  暗 褐 色 ロームブロック中量

第６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ロームブロック中量

第７号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色粒子微量
４  暗 褐 色 ローム粒子少量

第８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子中量

第９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１０号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ローム粒子少量
５  暗 褐 色 ロームブロック中量
６  褐 色 ローム粒子中量

 

第１１号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック中量

第１２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック中量

第１３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
４  暗 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
６  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１４号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  極 暗 褐 色 ローム粒子少量
３  黒 褐 色 ロームブロック少量

第１５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ローム粒子中量

第１６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１７号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  暗 褐 色 ロームブロック中量

第１８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  暗 褐 色 ローム粒子中量

第１９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量

第２０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第２１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２  黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３  極 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
４  暗 褐 色 ロームブロック少量

新旧関係
（旧→新）

出土遺物覆土底面壁面
規　　　　模

平面形長径（軸）方向位置番号
深さ（�）長径（軸）×短径（軸）　（�）

人為平坦外傾１０（１．１４）×１．０４［長方形］Ｎ－６６°－ＥＣ３ｂ３１

人為平坦外傾８６（１．８８）×１．１６［長方形］Ｎ－６６°－ＥＣ３ｃ３２

自然皿状緩斜１８０．８２×０．８０円形Ｎ－３２°－ＷＢ３ｆ１３

人為平坦直立６０１．１２×（１．００）［長方形］Ｎ－２２°－ＷＣ３ｄ４４

土師器片（甕類）人為平坦
外傾
緩斜

２６２．０２×１．６０長方形Ｎ－６８°－ＥＣ３ｇ５５

人為皿状緩斜２４０．７７×０．７６円形Ｎ－３２°－ＷＣ３ｊ７６

土師器片（甕類）人為皿状緩斜２４０．５８×０．４４楕円形Ｎ－１６°－ＥＤ３ｄ９７

表７　土坑一覧表
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下河原崎高山古墳群

新旧関係
（旧→新）

出土遺物覆土底面壁面
規　　　　模

平面形長径（軸）方向位置番号
深さ（�）長径（軸）×短径（軸）　（�）

人為皿状緩斜２６０．３６円形Ｎ－０°Ｃ３ｇ５８

人為皿状緩斜２４０．３６×０．３４円形Ｎ－２１°－ＷＣ３ｆ５９

土師器片（坏）人為平坦
外傾
緩斜

１２３．０６×（０．９５）［長方形］Ｎ－２１°－ＷＣ３ｊ６１０

人為皿状緩斜２６０．６６×０．６０楕円形Ｎ－３０°－ＷＣ３ａ３１１

人為皿状
外傾
緩斜

２７０．７４×０．６３楕円形Ｎ－４°－ＥＣ３ｂ４１２

人為平坦緩斜１７２．６８×１．９８不整長方形Ｎ－０°Ｄ４ｊ１１３

人為皿状外傾４５０．３４×０．３０楕円形Ｎ－４０°－ＥＤ３ｈ０１４

ＴＭ５周溝→本跡人為皿状外傾５８０．６６円形Ｎ－０°Ｄ３ｈ９１５

人為皿状緩斜２８０．７０×０．６５円形Ｎ－１９°－ＥＢ２ｂ９１６

人為凹凸緩斜２４１．４９×０．６６楕円形Ｎ－５°－ＥＢ２ｂ０１７

人為皿状緩斜２６０．５０円形Ｎ－０°Ａ２ｊ９１８

人為皿状緩斜１７０．７２×０．５６楕円形Ｎ－６０°－ＥＢ２ｂ０１９

人為平坦外傾８１．３０×０．６２長方形Ｎ－１１°－ＷＥ３ａ０２０

人為平坦
外傾
緩斜

２２１．１２×０．６８楕円形Ｎ－１７°－ＷＤ３ｊ０２１



－　　－134

第４節  ま と め

１　はじめに

　第５号墳は，１７基で構成されている古墳群の中の１基で，つくば市立高山中学校東側の８基のグループに

属している。調査の結果，当古墳は前方後円墳であることが確認され，その他時期不明の土坑２１基が確認さ

れた。ここでは，調査結果の概略をまとめ，若干の考察を行う。

２　第５号墳の形状について

　昭和５７年には，第１・２号墳が調査１）されているが，これらも前述した同じグループを構成している古墳

である。第１号墳は，墳丘の外側に明瞭な周溝を有する「方墳」であるが，既に盗掘されていた。墳丘は小

規模であるが，南側の低地を見下ろす台地先端部から傾斜面にかけて築造されている。第２号墳は，全長約

２８�，高さ約２．８ｍ，３～４�幅の周溝を有する「帆立貝式古墳」と報告されている。また，この中で岩崎卓

也氏は，これらの古墳の形成時期について形態がよく整った「方墳」であることや「横穴式石室」を有する

ことなどから，茨城県から千葉県北部にかけて多く分布する「変則的古墳」と共通する時期に形成されたも

のと推測し，古墳時代終末期に近い時期に築造されたものと想定している。２）

　今回調査した第５号墳は，西谷田川左岸に張り出した台地の南端部に位置している。墳丘は台地斜面の上

部に構築されており，盛土されている。現在，東部は南北に走る幹線道路が隣接している。墳丘の形状は，

『つくば市遺跡地図』３）では「長方墳」と記載されているが，全長約３８�，高さ約２．８�，１．７～２．５�幅の周

溝を有する「前方後円墳」であることを確認した。

　茨城県では，稲村繁氏の研究４）によると，北浦南部の大生西２号墳，那珂川下流域の大平１号墳と虎塚古

墳，久慈川流域の白河内１号墳などが同時期と推測できる。いずれも，当古墳と同様にくびれ部がほとんど

認められない墳形を呈しており，いずれも７世紀初頭と位置付けられる。

25.0

24.0

23.0

第１０６図　下河原崎高山古墳群第５号墳測量図
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下河原崎高山古墳群

0 20m 10m0 10m0

第１０７図　近隣の前方後円墳実測図（註４文献より転載一部抜粋）

第１０８図　稲村氏による茨城県の古墳編年（註４文献より転載）

    また小室勉氏は，茨城県内の「小規模前方後円墳」は前方部に張りがあり，くびれも顕著なものに始まり，

次第に張りを失った短小な長方形状前方部へと移行した５)  と指摘しているが，当古墳はその系譜とは別系統の

古墳と考えられる。
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３　小結

　下河原崎高山古墳群の第５号墳は，今後埋蔵施設などの内部構造や出土土器などによって築造時期がより

明確になると考えられるが，周辺の遺跡や古墳群との関連についても究明していくことが必要である。

註

１）佐野正「科学博関連道路谷田部明野線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　ツバタ遺跡　高山古墳群」『茨城県教育財

団文化財調査報告』第２２集　１９８３年３月

２）註１）に同じ

３）つくば市教育委員会『つくば市遺跡地図』２００１年７月

４）稲村繁｢茨城における前方後円墳の終焉とその後｣『第５回東北・関東前方後円墳研究会大会　発表要旨資料』２０００年１月

５）小室勉｢前方後円墳の終焉と方墳｣『常陸国風土記と考古学』　雄山閣　１９８５年９月
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下河原崎谷中台遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　下河原崎谷中台遺跡は，西谷田川に面した台地上に位置しており，発掘調査により旧石器時代，縄文時代，

古墳時代の遺構・遺物が検出されている。このうち，古墳時代中期の第５５号住居跡と第６３号住居跡では，壁際

付近から径約８－１２�，長さ約１．２�の炭化材が５０－６０�間隔で出土している。これらの炭化材は，屋根の部材

の可能性もあるが，住居の中央部に炭化材が認められないこと，炭化材の中に床面よりも下部に潜り込んでい

る部分もあること等から，床面に意図的に埋めた可能性もあると考えられている。また，第８０号住居跡からも

別な用途と思われる炭化材が出土している。

　本報告では，これらの炭化材を対象として，住居の年代確認のための放射性炭素年代測定と，木材利用を明

らかにするための樹種同定を実施する。

１　試料

　試料は，第５５号住居跡から出土した炭化材２点（試料番号１，２）と第６３号住居跡から出土した炭化材１

点（試料番号３），第８０号住居跡から出土した炭化材１点（試料番号４）の合計４点である。放射性炭素年代

測定は，炭化材の保存状態や大きさ等を考慮して，試料番号２，３，４の３点について実施し，樹種同定は

全点を対象とする。

２　分析方法

　（１）放射性炭素年代測定

　土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着している場合，これらをピンセット，超音波洗浄な

どにより物理的に除去する。その後HC1により炭酸塩等酸可溶成分を除去，NaOHにより腐植酸等アルカ

リ可溶成分を除去，HC1によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行う（酸・アルカ

リ・酸処理）。

　試料をバイコール管に入れ，１�の酸化銅（Ⅱ）と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて，管内を真

空にして封じきり，５００℃（３０分）８５０℃（２時間）で加熱する。液体窒素と液体窒素＋エタノールの温度

差を利用し，真空ラインにてCO2を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製したCO2と鉄・水素を

投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを６５０℃ で１０時間以上加熱し，グラファイトを生成する。

　化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径１�の孔にプレスして，タンデム加速器のイオン源に

装着し，測定する。測定機器は，3MV小型タンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC Pel-

letron 9SDH-2）を使用する。AMS測定時に，標準試料である米国国立標準局（NIST）から提供されるシュ

ウ酸（HOX- Ⅱ）とバックグラウンド試料の測定も行う。また，測定中同時に13C/12Cの測定も行うため，

この値を用いてδ13Cを算出する。

付 章
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　放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期５，５６８年を使用する。測定年代は１９５０年を基点とした年代（BP）

であり，誤差は標準偏差（One Sigma；６８％）に相当する年代である。暦年較正は，RADIOCARBON CALI-

BRATION PROGRAM CALIB REV5.02（Copyright 1986-2005 M Stuiver and PJ Reimer）を用い，誤差として

標準偏差（One Sigma）を用いる。

（２）樹種同定

　木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断面を作製し，実体顕微鏡および走

査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し，その特徴から種類を同定する。なお，同定の根拠となる顕微

鏡下での木材組織の特徴等については，島地・伊東（１９８２）およびWheeler他（１９９８）を参考にする。ま

た，木材組織の配列の特徴については，林（１９９１），伊東（１９９５，１９９６，１９９７，１９９８，１９９９）や独立行政法

人森林総合研究所の日本産木材識別データベースを参考にする。

３　結果

　同位体効果による補正を行った測定結果を表１，暦年較正結果を表２に示す。試料番号２は，１，５７０±

３０BP，試料番号３は１，７３０±３０BP，試料番号４は１，７６０±３０BPを示す。
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　暦年較正とは，大気中の１４C濃度が一定で半減期が５，５６８年として算出された年代値に対し，過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の１４C濃度の変動，及び半減期の違い（１４Cの半減期５，７３０±４０年）を較

正することである。暦年較正に関しては，本来１０年単位で表すのが通例であるが，将来的に暦年較正プログ

ラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算，再検討に対応するため，１年単位で表している。いずれ

も炭化材であることから，北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。

　暦年校正は，測定誤差σ，２σ双方の値を計算する。σは統計的に真の値が６８％の確率で存在する範囲，２

σは真の値が９５％の確率で存在する範囲である。また，表中の相対比とは，σ，２σの範囲をそれぞれ１とし

た場合，その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。測定誤差をσとして計算させた

結果，試料番号２はcalAD４３４-５３８，試料番号３はcalAD２５５-３７７，試料番号４はcalAD２３２-３３３である。

　一方，試料番号１～３の炭化材は，３点とも落葉広葉樹のコナラ属クヌギ節に同定された。解剖学的特徴

等を記す。

・コナラ属クヌギ節（Quercus sect, Cerris ）　ブナ科

　環孔材で，孔圏部は１－２列，孔圏外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら単独で放射方向に配列

する。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列，１－２０細胞高のものと複合

放射組織とがある。

　また，試料４の炭化材は，落葉広葉樹のハンノキ属ハンノキ亜属に同定された。主な解剖学的特徴を以

下に記す。

・ハンノキ属ハンノキ亜属（Alnus subgen. Alnus ）　カバノキ科

　散孔材で，管孔は単独または２－４個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有し，壁孔は

対列状に配列する。放射組織は同性，単列，１－２０細胞高のものと集合放射組織とがある。

４　考察

　第５５・６３号住居跡から出土した炭化材は，全て落葉広葉樹のクヌギ節であり，住居による樹種の違いは認

められなかった。日本のクヌギ節には，クヌギとアベマキの２種があるが，クヌギが関東地方の二次林など

に一般的な樹種であるのに対し，アベマキは西日本を中心に分布しており，現在の関東地方には分布してい

ない。このような状況を考慮すれば，今回のクヌギ節も関東地方に一般的なクヌギの可能性が高い。クヌギ

は，重硬で強度が高い材質を有している。

　第５５・６３号住居跡から出土した炭化材は，床面に意図的に埋めた可能性もあるとされる。茨城県内では，

同様の検出状況の炭化材について樹種同定を実施した例がない。しかし，茨城県における古墳時代の住居跡

出土炭化材の樹種同定結果をみると，沿海地でアカガシ亜属等の常緑広葉樹林の構成種，内陸部でクヌギ節・

コナラ節が比較的多く利用される傾向がある。今回の結果は，茨城県の内陸部における住居構築材の樹種同

定結果とも調和的であり，同様の木材が利用されていたことが推定される。

　第８０号住居跡では，南東壁沿いを中心に炭化材が出土している。№４２は，壁からやや離れた床面上から出

土しており，炭化材の軸方向（繊維方向）は，壁と直交する方向となる。この炭化材の暦年較正結果は，

calAD２３２－３３３であり，推定されている住居の年代よりは古い年代を示している。

　炭化材の樹種は落葉広葉樹のハンノキ亜属であった。ハンノキ亜属には，ハンノキ，サクラバハンノキ，

ケヤマハンノキ，ミヤマカワラハンノキ，カワラハンノキ，ヤハズハンノキ，サルクラハンノキがあり，水

辺に生育する種類が多い。このうち，本遺跡周辺で最も一般的なのは湿地林を形成するハンノキであり，周
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辺低地に生育していた樹木を構築材として利用したことが推定される。ハンノキの木材は，重硬で強度の高

い部類に入るが，保存性は低いとされる。
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写 真 図 版

下 河 原 崎 谷 中 台 遺 跡

下 河 原 崎 高 山 古 墳 群

下河原崎谷中台遺跡出土土器



PL１
下河原崎谷中台遺跡

第５２号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ４ 号 陥 し 穴

完 掘 状 況

第３５号 住 居 跡

完 掘 状 況



下河原崎谷中台遺跡
PL２

第５１号 住 居 跡

完 掘 状 況

第５１号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第７２号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL３
下河原崎谷中台遺跡

第 ８０ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ８０ 号 住 居 跡

焼土・炭化材出土状況

第 ５３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況



下河原崎谷中台遺跡
PL４

第５３号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第５５号 住 居 跡

完 掘 状 況

第５５号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL５
下河原崎谷中台遺跡

第 ５５ 号 住 居 跡

炭 化 材 出 土 状 況

第 ５５ 号 住 居 跡

炭 化 材 土 層 断 面

第 ５５ 号 住 居 跡

ピット６遺物出土状況



下河原崎谷中台遺跡
PL６

第５６号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第５７号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第５７号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL７
下河原崎谷中台遺跡

第６３号 住 居 跡

完 掘 状 況

第６４号 住 居 跡

完 掘 状 況

第６５号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



下河原崎谷中台遺跡
PL８

第６９号 住 居 跡

完 掘 状 況

第７０号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第７３号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL９
下河原崎谷中台遺跡

第 ７３ 号 住 居 跡

貯蔵穴遺物出土状況

第 ７５ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 ７７ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



下河原崎谷中台遺跡
PL１０

第 ７８ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 ７９ 号 住 居 跡

貯蔵穴遺物出土状況

第８１・８２号住居跡

完 掘 状 況



PL１１
下河原崎谷中台遺跡

第８１号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第６０号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第６０号 住 居 跡

竈遺物出土状況



下河原崎谷中台遺跡
PL１２

第 ６２ 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況

第 ７４ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ７４ 号 住 居 跡

貯蔵穴遺物出土状況



PL１３
下河原崎谷中台遺跡

第 ２５０ 号 土 坑

遺 物 出 土 状 況

第 ２９０ 号 土 坑

遺 物 出 土 状 況

第１号炭焼窯跡

炭化室Ｂ完掘状況



下河原崎谷中台遺跡
PL１４

第 １ 号 炭 焼 窯 跡

炭化室Ａ完掘状況

第 １ 号 炭 焼 窯 跡
炭化室Ａ完掘状況

（炭除去後）

２区全景（北東より）



PL１５
下河原崎高山古墳群

第 ５ 号 墳 全 景

第 ５ 号 墳

周 溝 完 掘 状 況

第 ５ 号 墳

周 溝 土 層 断 面



下河原崎谷中台遺跡
PL１６

SI５５－３７１ SI７５－４１７

SI７７－４１９ SI５７－３８４

SI５７－３８５ SI７７－４２０

SI７８－４２５ SI５５－３７０

SI７５－４１８ SI５５－３７２

第５５・５７・７５・７７・７８号住居跡出土遺物



PL１７
下河原崎谷中台遺跡

SI５５－３６８ SI５５－３６９

SI７４－４１５ SI７４－４１４

SI７５－４１６ SI６０－３９２

SI８１－４３７ SI８１－４３６

SI５７－３８２ SI５７－３８３

第５５・５７・６０・７４・７５・８１号住居跡出土遺物



下河原崎谷中台遺跡
PL１８

SI５６－３８０ SI５６－３８１ SI７０－４１２

SI７９－４３１ SI７７－４２３

SI７９－４２７ SI７８－４２４

第５６・６４・７０・７７・７８・７９号住居跡出土遺物

SI６４－４００SI７０－４０４



PL１９
下河原崎谷中台遺跡

SI７０－４０８

SI５１－３５９

SI７２－４１３

SI５５－３７３

SI５１－３６０

SI７０－４０７

SI８０－４３２

第５１・５５・７０・７２・８０号住居跡出土遺物



下河原崎谷中台遺跡
PL２０

第５３・５５・７０・７７・７９・８０号住居跡出土遺物

SI７９－４２９

SI５５－３７４

SI８０－４３４

SI７０－４０９

SI５３－３６５

SI７７－４２１

SI８０－４３３



PL２１
下河原崎谷中台遺跡

第５５・６０・６３・７０号住居跡出土遺物

SI７０－４０５ SI７０－４０６

SI６３－３９８ SI７０－４１１

SI５５－３７６ SI６０－３９４



下河原崎谷中台遺跡
PL２２

SI６５－４０２ SI７９－４３０

SI５７－３８９ SI５７－３８８

第５６・５７・６５・７９号住居跡出土遺物

SI５６－３７７ SI５６－３７８



PL２３
下河原崎谷中台遺跡

SI５５－３６８～３７４・３７６ SI６０－３９３

SI５３－３６７

SI５７－３８７

SI５６－３７８

SI５６－３８０

SI５３－３６７
SI５６－３８０ SI５７－３９０

第５３・５５・５６・５７・６０号住居跡出土遺物



下河原崎谷中台遺跡
PL２４

SI８１－DP１５１ SI５７－DP１０８

SI７４－DP１４７ SI６０－DP１０９

遺構外－Q３６３ SI８２－Q３４４

SI７９－Q３４０ SI６０－Q３３５

土製品・石器



PL２５
下河原崎谷中台遺跡

縄文土器・土製品

SI６６－TP４３ SI６６－TP４４ SK１８５－TP４５

SI６１－TP４２
遺構外－TP４６

SI３５－DP１０７ SI６３－DP１１０ SI６４－DP１１１

SI７４－DP１４５ SI７４－DP１４６ SI７９－DP１４８

SI６５－DP１１２

SI７９－DP１４９

SI７９－DP１５０ 遺構外－DP１５２ 遺構外－DP１５３



下河原崎谷中台遺跡
PL２６

DP１１４ DP１１５ DP１１６ DP１１７

DP１１８ DP１１９ DP１２０ DP１２１ DP１２２

DP１２３ DP１２４ DP１２５ DP１２６ DP１２７

DP１２８ DP１２９ DP１３０ DP１３１ DP１３２

DP１３３ DP１３４ DP１３５ DP１３６ DP１３７

DP１３８ DP１３９ DP１４０ DP１４１ DP１４２

DP１４３

DP１４４

第７３号住居跡土製品

DP１１３

DP１１３～DP１４４



PL２７
下河原崎谷中台遺跡

SI７４－Q３３７

遺構外－Q３５９ 遺構外－Q３６０ 遺構外－Q３６１

SI５５－Q３２９

SI７７－Q３３８ SI７９－Q３４３

SI７７－Q３３９ ＳＫ２３７－Q３５６

遺構外－Q３６４

Q３４６ Q３４７ Q３４８

Q３５０ Q３５１Q３４９

Q３５３ Q３５４Q３５２

SI７４－M１ 遺構外－M２

ＳＫ２３７－Q３５５

石器・石製品・金属製品

SI７９－Q３４２

SK２３７－Q３４６～Q３５４



付　章
PL２８

図版１　炭化材（第５５号住居跡）

コナラ属クヌギ節（試料番号１；№５６）

図版２　炭化材（第８０号住居跡）

ハンノキ属ハンノキ亜属（試料番号４；№４２）
　　ａ：木口，ｂ：柾目，ｃ：板目

a b c

a b c
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